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（午前１０時 開会） 

○三好義治委員長 ただいまから、総務建

設常任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は福住委員

を指名します。 

 昨日に引き続き、議案第１号所管分及び

議案第１０号所管分の審査を行います。 

 それでは、質疑に入ります。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 おはようございます。 

 それでは質疑をさせていただきたいと

思います。 

 まず１番目、これは人事全般についてで

す。これは昨日も議論があったんですけれ

ども、職員の適正配置から質問させていた

だきたいと思います。 

 予算書では２０８ページになりますが、

これについては、昨日に奥村副市長から説

明いただいたときに、職員が令和４年度で

は随分ふえますということでございまし

た。実際に会計年度任用職員も、会計年度

職員以外の正職員と言われる方も随分増

加しているのが数字では分かるわけでご

ざいます。新規採用職員も４０人弱という

ように昨日も答弁がありましたけれども、

まずこのふえた業務の概略です。全体的に

どういったことがその要因になっている

のか、人事全体像についてまずご説明いた

だきたいと思います。 

 それから２番目、働き方改革についてで

ございます。 

 予算概要では８ページの人件費事業に

関連することになりますが、働き方改革は

ずっと庁内でもいろいろ議論されて、最初

は６項目を決められてされておりました。

一方では、自治体ＤＸ推進計画の進展によ

って進んでいる面もあれば、また逆に特定

の業務がふえていっていることもある中

で、様々にご努力をいただいていると思い

ます。昨日もありましたＤＸ推進計画では、

スマート窓口の導入とか、テレワークとか

庁内チャット、それ以外にもその他、これ

まで取り組んでこられたノー残業デーの

徹底とか週休日の振り替えとか、またチャ

レンジドオフィスを活用というのもあり

ました。また時間外における電話の問い合

わせを禁止されて、よくある質問について

はホームページで掲載されております。こ

ういうことも取り組んでおられることは、

よく分かっているわけですけれども、それ

プラス何かまた新たな取り組みなどがあ

るのかも含めて、これは人事課での実践と、

それから評価についてご答弁いただきた

いと思います。 

 次に３番目、人事評価システムについて、 

予算概要の１０ページになります。人事管

理事業の中で、人事評価システム委託料が

載っていますが、これは令和３年度でも随

分議論させていただいて、その中身は確認

しているわけですけれども、Ｓ、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｄ、Ｅとあり、その中身は確認したわ

けですが、実際に令和３年度で評価の結果、

どういうものであったのかと、それから令

和４年度に向けての取り組みについて、特

にこの令和３年度の中では評価基準や方

法の強化を図ると答弁されていましたけ

れども、その評価の基準とか、そういった

ものについて併せてご答弁いただきたい

と思います。 

 ４番目、総務事務センター委託料につい

て。 

 同じく予算概要の１０ページになりま

すが、総務事務センター委託料が計上され

ておりますけれども、これまでの議論では

人事給与システムが構築されて、メーンで

ある業務が移管されていくことになりま
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すけれども、この総務事務センターそのも

のは今後どのようになっていくのかにつ

いてご答弁ください。 

 ５番目、人材育成事業について、予算概

要の１２ページになります。人材育成事業

はいろいろ問題がありまして、この人材育

成実施計画が１年延期されました。これは

随分議論になりましたけれども、第三者委

員会に委託されて、そしてそこから提言を

受けてそれを盛り込む形で、もう間もなく

できるのかも分かりませんが、まず１年延

期されたこの人材育成実施計画について、

どのようになっているのかご答弁をお願

いしたいと思います。 

 ６番目、ふるさと応援寄附金推進事業に

ついて、予算概要の１６ページです。この

ふるさと応援寄附金推進事業は、今年から

市の魅力発信及び地場産業の活性化に向

けて返礼品の提供開始をされるというこ

とで、新規事業として上げられているわけ

ですけれども、私はひょうたんから駒が出

たという不思議な感覚です。 

 これまでの議会の議事録をずっと読ん

でいきますと、この返礼品について制度の

趣旨並びに理念は尊重しても、返礼品につ

いては差し控えていくという答弁が続け

られてきました。それが変更されて、今回

は返礼品として用意されることになりま

すから、これはどう考え方が変わってきた

のかについて、その変化についてお答えい

ただきたいと思います。 

 ７番目、鳥飼グランドデザイン推進事業

について、予算概要の２０ページです。鳥

飼まちづくりグランドデザイン推進事業

はパブリックコメントに向けまして、いよ

いよ策定される段階まで来たわけですけ

れども、この鳥飼地域の活性化に向けて、

民間事業者等と公民連携による取り組み

を検討するとあります。これはどんなイメ

ージを持たれているのか、この公民連携は

どう進められるイメージなのかについて、

取り組みをご答弁いただきたいと思いま

す。 

 ８番目、河川防災ステーションについて、 

予算概要では２０ページです。河川防災ス

テーションについては、昨日の議論で令和

４年度では上部に公共施設を検討すると

いうことでございましたが、どのようにこ

れを進められていくのか。地域団体とか地

域住民の意見なども盛り込んでいただき

たいと思っているわけですが、どのような

進め方を考えておられるのかご答弁いた

だきたいと思います。 

 ９番目、男女共同参画推進事業について、 

これも予算概要の２２ページです。昨日も

議論をなされていましたが、第３期ウィズ

プランが令和３年度で終了し、いよいよ第

４期がスタートするということで、パブリ

ックコメントももう出されているという

ことです。このプランで重点を置いている

点について、お聞きしたいと思います。 

 これは令和３年度のときも同じような

質問をしていますが、一つは市職員です。

このプランの中に載っています、市職員が

モデルとなって、また市がモデル職場とな

って男女共同参画計画を推進するという

のがあります。 

 これは摂津市の特定事業主行動計画が

その実施計画だと思っているわけですけ

ど、これは後でまた質問しますが、それを

しっかりと実践していくことになると思

います。 

 それで毎年この職員の意識調査につい

ては全職員に向けて意識アンケートを取

られて、その度合いをはかられているとい

うことでございます。第３期の終了の総括
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として、職員の意識についてどのように結

果として出ているのか。これまでの経緯、

推移も含めて教えていただきたいと思い

ます。 

 ２番目には、審議会などへの女性の参画

の推進で、これは目標が３５％で、達成さ

れたとお聞きしておりますが、これも総括

でどのようになったのか。そして３番目、

防災に関する政策、方針決定過程への女性

の参画拡大です。４点目には高齢期女性や

若年女性の貧困対策です。特にひとり親家

庭等についてはどうであったのかという

ことで、これが第４期ではどのように課題

が引き継がれていったのかとについて、ご

答弁いただきたいと思います。 

 １０番目、第４次摂津市特定事業主行動

計画の推進について、もうこちらは第４期

になっているので、令和３年度から現在の

第４期計画が始まったということでござ

います。この中に四つの視点で数値目標が

あるんです。男性職員の育児休暇の取得率

とか、二つ目が出産補助休暇及び育休参加

休暇の合計５日以上の取得率、それから採

用した職員に占める女性職員の割合、それ

から管理職に占める女性職員の割合、この

４点について、年度末で集計をするには早

いのかも分かりませんけれども、現在の数

値で結構ですので、どういう状況になって

いるのかについてご答弁いただきたいと

思います。 

 １１番目、行政経営戦略の推進について、

これは予算書にも載っていないのですが、

摂津行政経営戦略です。これは総合計画で

もあり、また、ひと・もの・しごと地方創

生総合戦略でもあり、そしてシティプロモ

ーション戦略でもあり、またＳＤＧｓの推

進計画でもあります。非常に重要なもので、

しかも中身は非常に見やすい、分かりやす

いと思っています。そして市民が見ても非

常に見やすくなっており、これは高く評価

しているところでありますが、大事なこと

はこれをちゃんと評価して、市民にこれを

また知らしめていく、公開していくことが

重要だと思うんです。ところがこの数値の

確定期日は項目によってばらばらです。２

月であったり３月であったり、１０月であ

ったりしています。それぞれの集計できる

時期が変わるので、こういうことになると

思うんですけれど、でもどこかで年に１度

は総括的なことを行った上で、市民に周知

することが必要だと思っていますが、この

ことについてはどのように考えておられ

るのかについて、ご答弁いただきたいと思

います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは１番目から５

番目までのご質問に答弁させていただき

ます。 

 まず１番目のご質問で、人事全般につい

てのお問いでございました。 

 ご質問にございましたとおり、業務量は

毎年変動するものですが、この１年の傾向

といたしましては増加傾向にあるという

ことで見てはおります。 

 それで内容といたしましてはコロナ関

連が多くはございますけれども、ワクチン

集団接種の関係でございましたり、それか

らコロナ関係の対応ということで、学校現

場であったり、もちろん職員の部分もそう

でございますし、市民の方への濃厚接触者

への対応、そういったところもふえている

状況にございます。 

 また給付金等、国から迅速に対応するよ

うな制度が下りてきて、これへの対応をし

ないといけないといったことも内容とし
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てはございます。 

 そのほか、予定はされておりますけれど

も、建設部門での大規模開発等は本格化し

てきておりますので、そこは業務量がふえ

ていると言えると思います。 

 それで人事全体像ということで申し上

げますと、これらへの対応で、職員の定員

管理の計画等はございますけれども、体制

整備については柔軟に行っているという

考え方の下に進めております。 

 それから２番目のご質問でございまし

た、働き方改革についてでございまして、

ご紹介もございましたけれども、ノー残業

デーの徹底であるとか、週休日の振り替え、

チャンレンジドオフィスの活用などの項

目を取り組みとして定めてございます。 

 それで１番目のご質問の答弁と少し重

複はいたしますけれども、様々な対応が求

められる中で体制を組む、あるいはコロナ

の関係により濃厚接触等で出勤ができな

い職員が出てくる等々もありまして、体制

が非常に今年度に限ってはしんどい状況

が続いたような印象は持ってございます。

人事課におきましても、実践については十

分に取り組めたとはいえない状況かと思

っております。 

 それで新たな取り組みといたしまして、

人事課で導入を予定しております、庶務事

務システム等、そういったシステム化を図

っていくことが一つ、労働時間の短縮には

つながるのではないかと考えているとこ

ろでございます。 

 それから３番目のご質問で、人事評価の

お問いでございました。令和３年度の結果

ということでございまして、人事評価の能

力評価、業績評価の実施をいたしておりま

して、それぞれ勤勉手当等にも反映はいた

しております。 

 ６月、１２月の勤勉手当ですが、これは

ＳですとかＡですとか、標準よりも上の評

価として給与反映しているケースが３

０％前後ございます。標準以下の成績とし

て支給しているのも、数％ではございます

が実績としてはある状況にございます。 

 人事評価については人材育成のツール

でございますので、やはり前提としては公

正な評価になるような取り組みが必須で

あるかと思います。今年度は実施要領の中

に評価エラーとなる定義等を盛り込む改

定を行って、より公正な評価となる取り組

みを行っているところでございます。 

 それで来年度に向けてということでご

ざいますけれども、令和４年度につきまし

ては、現在人材育成計画の見直しの中で、

標準職務遂行能力の見直しということを

行っておりますけれども、これに伴う評価

項目の変更を上半期にできればというこ

とで予定をいたしております。 

 また国でも少し制度改正がございまし

て、相対化した際の結果を表す標語を５段

階から６段階にする、そのような改定です

とか、また困難度、重要度の目標設定を行

うような義務づけをする等の改正を行っ

ておりまして、これは本市にはまだ導入は

いたしておりませんけど、この改正につい

ては検討いたしたいということで考えて

いるところでございます。 

 それから４番目のご質問で、総務事務セ

ンターのお問いでございました。 

 総務事務センターにつきましては、作業

的な事務を主に担っていただいておりま

して、職員の給与関係事務、それから会計

の収納等の業務、それから総務課の郵便印

刷業務、国保年金課の発送業務、これらを

担っていただいております。 

 それで庶務事務システム導入を機に、総
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務事務センターは終了する想定をいたし

ておりまして、一部給与事務、それから会

計室業務、これらを年度の前半に期間を少

し延長して、その後に終了する見込みとい

たしておりますが、郵便印刷等の業務は３

月末で終了するような想定をいたしてい

るところでございます。 

 それから５番目の人材育成計画の見直

しのお問いでございました。 

 ご質問でもご紹介いただきましたとお

り、第三者委員会の審議、それから答申が

昨年度に行われまして、これを踏まえた計

画とするために期間を延長して、現在改定

に向けて検討を行っております。 

 これまでに１２回の会議を開催してお

りまして、年度内に残り１回、会議を予定

しておりますけれども、これを踏まえて年

度内には策定する予定としているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大橋市長公室長。 

○大橋市長公室長 ６番目のふるさと応

援寄附金についてでございます。 

 過日の本会議での市長答弁と重複する

部分があるかもしれませんけれども、お答

えさせていただきたいと思います。 

 いわゆるふるさと納税につきましては、

これまで過度な返戻品による寄附金の獲

得競争といいますか、そういったものが課

題としてあったわけでございます。それで

市によれば、その当該市に何のゆかりもな

い品目を返礼品として取り扱ったりする

ケースもございましたし、かなり問題とし

てあったわけなんですけれども、平成３１

年度の地方税制改正によりまして、その制

度本来の趣旨の部分をしっかり担保でき

るように税制改正がありまして、それは返

礼品の割合を３割以下にすることと、返礼

品は地場産品にすることが改正の中で出

されました。そうしますと、やはり各市が

平等な寄附の獲得の考え方で運営できる

ということで、本市につきましても検討を

進めてきたわけでございます。 

 その中で、やはり地場産業の活性化とい

う観点とシティプロモーションの戦略の

観点です。この観点の中で、シティプロモ

ーション戦略に記載のある摂津ブランド

を使って、摂津市の魅力の発信、魅力づく

りにつなげることができるであろうとい

う判断の下で、担当所管もシティプロモー

ション担当の広報課にさせていただいて、

返礼品をスタートさせるということで制

度設計をさせていただいたところでござ

います。 

○三好義治委員長 湯原参事。 

○湯原政策推進課参事 それでは７点目

のご質問でございます。 

 鳥飼まちづくりグランドデザインに係

ります、公民連携の取組検討に関するご質

問にご答弁申し上げます。 

 地域課題の解決をはじめコミュニティ

の形成、強化やにぎわいの創出、地域の活

性化等を目的として公民連携という手段

を活用したいと考えております。 

 住民、事業所等とネットワークを構築し、

様々な連携した取り組みにつなげていけ

るよう検討していきたいと考えておりま

す。 

 具体的には、住民、民間事業所等のニー

ズ、シーズをそれぞれ確認しながら進めて

いくことになると考えておりますが、検討

に当たりましてはファシリテーター、もし

くはアドバイザーとしてコミュニティデ

ザイン等、地域活性化に取り組む人材にも

協力いただきながら検討を進めていきた

いと考えております。 
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 以上でございます。 

○三好義治委員長 細井参事。 

○細井政策推進課参事 それでは８番目

の河川防災ステーションについてのご質

問にお答えいたします。 

 淀川河川防災ステーションの整備計画

につきましては、現在も国においてその承

認を取っていただけるようご尽力いただ

いておりまして、計画が承認されますと事

業として本格化してまいります。 

 上部公共施設の検討におきましては、地

域の皆さんのご意見もいただきながら進

めることが重要と考えております。そのた

めには、まずは事業の内容をご理解いただ

くことが必要と考えており、そのため、あ

らゆる機会を通じてグランドデザインの

周知も併せ、できる限り多くの方々からご

意見をいただけるよう説明会等の場をつ

くってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら９番目の男女共同参画計画についての

ご質問にお答えさせていただきます。 

 まず審議会の委員の件については、女性

委員の構成比率は第３期計画では３５％

を目標としており、達成できたところでは

あります。第４期につきましては、今、委

員からもお話があったように４０％を目

標としております。 

 審議会の委員の公募の際には、人権女性

政策課で取りまとめております女性人材

登録制度の活用を各所属に活用いただく

よう、ご依頼させていただいているところ

です。 

 続きまして、防災の女性の参画拡大につ

いての件ですが、防災危機管理課が行って

おります防災サポーター養成講座におい

て「男女共同参画の視点からの防災」とい

う講座を人権女性政策課で１コマ実施さ

せていただきました。 

 また、ウィズせっつで「レスキューナー

スが教える自助防災講座」でありますとか

「子育て世代の防災講座 知って備えて

命を守る」というように、女性の視点の講

座を実施しているところです。 

 続きまして、ひとり親家庭等の対策につ

いてのご質問ですが、先日、福住委員のご

質問のときにもお答えさせていただきま

したが、市役所に相談に来られて直接、人

権女性政策課の窓口に来られる方は少な

いと感じております。昨日も答弁させてい

ただきましたが、市役所に来られた際に、

どこの窓口でもキャッチができるように、

生活応援シートの活用でありますとか、１

年間を通じて新規採用職員に人権研修を

実施しているところで、女性問題に関して

の講座を学習していただいており、人権女

性政策課につないでいただいているとこ

ろです。 

 また第４期については、ひとり親家庭、

ヤングケアラーなどさまざまな家族形態

に沿った支援を行うことを掲載させてい

ただいているところです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは１０番目の特

定事業主行動計画の推進のご質問につい

て答弁させていただきます。 

 同計画は次世代育成の観点、それから女

性活躍推進の観点から計画を定めてござ

いまして、その各取り組みを毎年行ってお

ります。 

 数値のご紹介ということでございまし

たので、年度途中でございますので現段階

でのという前提ではございますけれども、
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ご紹介させていただきますと、目標として

設定しております採用した職員に占める

女性職員の割合で、数値目標は平均４０％

なんですが、これは今年度につきましては

４４％となっております。管理的地位に占

める女性職員の割合、これは目標２５％に

対して今年度１９．７％、それから男性育

児休業の取得率、目標２５％に対して５７．

９％、出産補助休暇、育児参加休暇の取得

率が目標８０％に対して６８．４％となっ

ております。 

 今年度の特徴といたしましては、男性の

育児休業の取得といったところが伸びを

示しておりまして、少しずつ周りに取得者

がふえてきたことも影響しているとは思

いますが、風土ができてきているという見

方もできるのではないかと考えておりま

す。また各所属での理解、受入れ、働きか

け、こういったことの協力もあってのこと

と捉えているところでございます。 

 今後も人事課としては情報発信、体制整

備に努めてまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは質問番号

１１番、行政経営戦略の進捗管理のご質問

でございます。 

 行政経営戦略につきましては、令和３年

度からスタートということで、令和４年度

に入りましたら令和３年度の進捗状況を

調査いたしまして、予定では令和４年度の

後半、秋頃をめどにホームページ上で進捗

管理を公表していきたいと考えておりま

す。 

 議員より数値の確定時期がばらばらに

なるのではないかということでしたけれ

ども、秋頃ですと令和３年度の決算時期で

ございますので、多くの指標は出ているも

のと考えております。確かにその時点で出

てない数値もあろうかと思いますけれど

も、ほとんどが出ているので、積極的にホ

ームページ上で公表してまいりたいと考

えております。 

 ちなみに行政経営戦略を紹介するホー

ムページ上では、分野と施策の順で各課で

所管しております計画を並べておりまし

て、そこを通して各課のホームページにリ

ンクするような形にしており、各課のホー

ムページ上で進捗状況を公表しておりま

す。現在は令和２年度の進捗状況を公表し

ております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ご答弁ありがとうござ

いました。 

 それでは２回目の質問となります。よろ

しくお願いします。 

 まず人事全般について、今回はコロナと

かいろんな問題で、どうしても人がふえる

ことはよく理解はできるわけですけれど

も、以前より行財政改革をずっとやってま

いりました。そのときに職員数の削減をず

っと進めてきました。それで職員数適正化

計画がありまして、目標を幾らにするとい

うことで、進めてきました。 

 それでそのときの考え方でいいますと、

現業職の不補充がずっと続けられてきた

と認識しているわけですけど、これは今も

続けられているように認識しております。

ところが会計年度職員という制度が新し

くできまして、その減らした分ですが、こ

れまでは臨時職員でしたけれども、この制

度の導入によって、職員の適正配置という

考え方も変わってきたと思っております。

改めて現在、摂津市の職員数に対する考え
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方について、ご答弁いただきたいと思いま

す。 

 次に、働き方改革、２番目でございます

が、いろいろご努力をいただいていること

に、敬意を表したいと思います。 

 一方で、働き方改革にとってやはり大事

なのは、一人一人の職員の能力の向上が必

要だと思うんです。それでモチベーション

が上がっていくことが必要だと思ってい

ます。それで本市ではどのような取り組み

をされているのか、ご答弁いただきたいと

思います。 

 それから近年、いろいろ臨時給付金等の

関係で、その都度で人が集められて対応に

当たるということが続いているわけです。

そういう中で、非常に短時間のうちに処理

しなければいけませんから、時間のない中

での対応になっていることも重々承知し

ているわけでございます。そういう中で本

当に職員の皆さんが頑張っていただいて

いることもよく理解しています。しかも間

違うことなく、これまで適正にやっていた

だいたことを大変評価したいと思います。 

 特に去年の暮れの子育て世帯臨時特別

給付金は、１２月２４日に５万円の支給と

いうことで動いていたんですけど、岸田総

理の国会答弁が基で急に１０万円になり

ました。我々はこの議会で賛成と言えばそ

れで済む話ですけれども、実際にこの業務

をされた方は、急にそれがまた変わって、

急遽それを間違いなく実施されるという

ことで、本当に高い能力があることを、評

価したいと思います。 

 私個人としては、こういった取り組んで

いただいた方々についてはＳ評価を差し

上げたいと思っているくらいでございま

す。 

 そういう中で、特に一昨年は特別定額給

付金を市民全員に給付いたしました。そう

いったデータをうまく利用して、去年のこ

の臨時特別給付金ですが、これがスムーズ

に行くような、システムを自らつくってア

イデアを出して、そして非常にスムーズに

やっていただいたことを耳にしています。

こういういざとなったときにアイデアを

出して、力を発揮できるような職員がいら

っしゃることは、非常にすばらしいことだ

と思うんですけど、一度ご紹介していただ

いたらありがたいと思います。併せてご答

弁をお願いしたいと思います。 

 それから人事評価システム、３番目です。 

 これも適正にやっていただいていると

思いますが、国がいろいろまた５段階から

６段階に変更しておられるということで

ございます。それは適正にやっていただき

たいと思いますが、とにかくこれも職員の

モチベーションが上がる、そしてやる気が

出てくるというための評価だと思います。

先ほども言われていましたが、とにかく公

平、それから職員が職員を評価するので、

非常に難しいと思いますけれども、そうい

う公平、そしてモチベーションが上がると

いう観点での取り組みとなりますように、

今後もしっかり進めていただくように、こ

れは要望としておきたいと思います。 

 それから総務事務センターの委託でご

ざいますが、総務事務センターが令和３年

度で閉鎖されるとのことでございます。そ

うなりますと、これまで総務事務センター

がやっていましたほかの業務ですが、郵便

とか印刷とか、それから国保年金の発送業

務とかいったものは今後どのように扱わ

れていくのか、ご答弁いただきたいと思い

ます。 

 ５番目、人材育成事業についてでござい

ます。 
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 まもなくこの計画ができ上がるという

ことで、これまで何度も会議を重ねていた

だいて、１２回とおっしゃっていましたけ

ど、あともう一回は会議をするということ

でございました。そういう中で一番気にな

っているのは、やはりこの指摘されている

隠蔽体質とか、事なかれ主義といった文化

がしっかりと転換していく、そういう計画

になっているのかが気になっているとこ

ろであります。令和４年度はいよいよそれ

に基づいて、この具体的な取り組みがスタ

ートしていくと思いますが、どのようなこ

とを考えられているのかについて、ご答弁

いただきたいと思います。 

 ６番目、ふるさと応援寄附金推進事業で

す。 

 ご答弁いただきましてありがとうござ

います。決して反対しているわけではなく

て、今までこの厳しい答弁が続いているの

で、摂津市ではふるさと納税は駄目なんだ

と思っていたわけです。今回は方針を転換

されたということで、これは歓迎したいと

思いますし、ぜひこれはうまくシティプロ

モーションにもつないでいっていただき

たい、成功させていただきたいという思い

でございます。 

 その上で、よく似た取り組みでクラウド

ファンディングがあります。これは趣旨に

賛同した人の寄附を募る手法として、最近

は民間でも随分使われ出しました。 

 それで以前には市民体育館ですが、この

クラウドファンディングはどうですかと

質問をしたこともありましたが、やりませ

んとはっきりした答弁をいただいている

わけです。それは市民体育館であったとい

うこともありますけれども、今後はこうい

う案件によってはクラウドファンディン

グという方法も柔軟に考えていくことが

必要ではないのかと思うわけですが、この

辺についての考え方についても一度お聞

かせください。 

 ７番目、鳥飼まちづくりグランドデザイ

ンの推進事業です。 

 いよいよでき上がるということで、関係

者が同じイメージを持っていくことが非

常に重要になるわけですけれども、コロナ

の影響もあった中で、本当に市民と同じイ

メージでもって、この共有のプロセスが出

来上がっているのかということについて、

私は弱いのではないかという思いも持っ

ています。 

 だからこそこれを補うためにも、次の段

階、実施する段階で、よりこの共有したイ

メージがつくれるような取り組みをする

必要があるだろうと思います。より市民の

意見が取り入れられるということです。そ

ういうことが必要なんだろうと思います。

お聞きしますとこれは福渡副市長が担当

されておりまして、パブリックコメントに

出す最終案については何度もこの注文を

つけられたと、少し小耳に挟んでいるわけ

ですけれども、今回のグランドデザインに

ついて、副市長としてはどのような思いを

持たれているのかについて、ご答弁いただ

きたいと思います。 

 次に８番目、河川防災ステーションにつ

いてでございます。 

 これもグランドデザインと同じように、

やはり市民の意見をしっかりと盛り込ん

でいけるような、地域の課題とかを盛り込

めるようにすることが大事です。ワークシ

ョップなどをやりながら、みんなでつくり

上げたプロセスの中で、コミュニティ施設

ですから、できた段階ではまたみんなでそ

れを利用できるような、ぜひそういう手法

を工夫していただくことをお願いして、こ
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れは要望とします。 

 それで９番目の男女共同参画推進計画

についてでございます。 

 先ほど１番目の特定事業主行動計画の

ことについては答弁をいただきました。毎

年市民に対するアンケートによって意識

調査をされていると思うんですけれども、

そのことについてどんな総括をされたの

か、ご答弁いただきたいと思います。 

 その上で、２番目に審議会の女性参画に

ついてですが、審議会等への女性委員の登

用指針があるんです。これは女性委員の構

成比率は５０％に近づけるとなっていま

すが、第３期では３５％、今度の第４期で

は４０％で、だんだんと引き上がってくる

ということでございます。３５％は達成さ

れたということですが、審議会によっては

なかなか難しい審議会もあります。担当課

だけでやるのではなくて、これは所管され

ている各部が、しっかりご協力いただいて、

３５％のところであれば、４０％に引き上

げることになりますので、全体でしっかり

取り組んでいけるように、これは要望して

おきたいと思います。 

 それから３番目の防災会議についてで

す。この令和４年度に地域防災計画が更新

されることになっております。防災会議は、

言わば防災の一番トップの会議になりま

すので、ここにやはりどれだけ女性を参画

させるかが一つの大きなことになると思

うので、この辺はどんな取り組みかといっ

ても答えにくいかも分かりませんが、どん

なご努力があるのか、一度答えていただき

たいと思います。 

 それから４番目の貧困問題です。 

 この日本のジェンダーギャップという

のが、この間、ウィズせっつフェスタのパ

ネル展で出されていました。 

 世界１５４か国中の１２０位というこ

とで、一つ順位が上がったかと思います。

でも１２０位と下のほうです。今回のコロ

ナ禍では、本当に一番翻弄されたのは女性

であると言われていますし、女性が貧困に

陥る背景には、やはり固定的な性別役割分

担意識が解消されていないというのがあ

ると思います。 

 これは日本特有の江戸時代から続く封

建社会から引きずっているところがあり

まして、これがなかなか解消できないので

はないかと言われています。そういう意味

では就業構造の問題で相対的に女性の収

入が少ないというものになっています。 

 安定していない職業に就いている人も

女性が多いんです。だからコロナ禍で飲食

店などが閉鎖されると、多くの女性が貧困

に陥る等々が出てくるとことも言われて

ます。またパートも非常に多い等々で、こ

れはやはり日本特有の問題だと思います

が、こういうものはしっかりと時間をかけ

て解決していかないといけないことだと

思います。 

 そして先ほども答弁にありましたけれ

ども、いろんな形でこの貧困に関わって、

例えばＤＶであるとか、児童虐待も含めて

いろんなことがあるけれども、なかなかそ

れは見えなくなっているということです。

貧困もそうです、見えなくなっていること

が問題だということでございます。 

 そしてそういうものには、先ほど言った

ヤングケアラーとか、それに障害者が関わ

っていたり、ネグレクトがあったり、ひき

こもりがあったりとか、いろいろ複雑にこ

の問題が絡まっているのが今まで問題視

されていまして、それでそういうものを解

決するために、重層的支援体制の構築が、

厚生労働省で推奨されています。 
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 ただしこれは強制的にやらないとあか

んことではなくて、できる状況が整った自

治体が手を挙げて進めていくことになっ

ています。 

 それで大事なのは、その地域でこういう

支援体制をつくっていくことになります。

それから行政などの対応は、断らない窓口

を構築していくことになりますが、ここで

重要になるのは、やはり社会福祉協議会で

す。ここが非常に大きなキーになってくる

わけです。当然、厚生労働省から下りてき

たものについては把握されていると思い

ますが、重層的支援体制の構築について、

本市としてはどういう考え方を持たれて

いるのか、これは副市長から男女共同参画

の観点でご答弁いただきたいと思います。 

 次に１０番目、第４次摂津市特定事業主

行動計画の推進についてです。 

 今、中間的な評価をいただきました。こ

れも毎年お聞きしておりますが、やはり摂

津市役所が重要な立場にあるということ

です。モデルとなるということでは先頭を

走っていただかないといけないというこ

ともありますので、これはぜひ頑張ってく

ださい。 

 それで採用者の女性の割合が４０％を

超えたということでございますが、そうい

うことで管理職も昔に比べたら随分女性

の方がふえたと実感しています。頑張って

いただいていると思いますので、引き続き

これはご努力いただきたいということで

要望としておきます。 

 それで行政経営戦略の推進、１１番でご

ざいますが、令和４年度の後半にホームペ

ージ上で公表するということでございま

す。 

 それも非常にいいわけですけれども、戦

略的にもう少し積極的なアプローチとい

いますか、取り組みも考えていただきたい

と思っています。 

 これは先ほど言いましたけど、シティプ

ロモーションとしての要素が非常に強い

ことですし、またＳＤＧｓの計画にはなっ

ています。ＳＤＧｓが理解されつつあると

思いますけれども、摂津市がよく取り組ん

でいますよということになっているわけ

ではないので、市がこれほど頑張っていま

すよということのＰＲも含めて、もっと目

につく形で戦略的に取り組んでいただき

たいと思います。 

 これはいつも言っていますが、とにかく

何かデジタルサイネージみたいなものを

つくって表現するとか、市役所の１階のと

ころにテレビが置いてありますから、そう

いうものでアピールをするとか、とにかく

積極的にやっていただきたいと思います。 

 それでこのＳＤＧｓの取り組みにつき

ましては、内閣府で地方創生ＳＤＧｓの達

成に向けて、優れたＳＤＧｓの取り組みを

提案する自治体をＳＤＧｓ未来都市と選

定しまして、その中で特に優れた取り組み

を自治体ＳＤＧｓモデル事業と選定して

支援するというものが進められています。 

 それで豊中市などは手を挙げてやって

はるわけで、これは申請してこれに選定さ

れないといけないわけです。本市もここま

でやっているので、そういうことを研究し

て立候補するぐらいの取り組みを積極的

に考えていけばどうかと思うんですけれ

ども、このことについても一度ご答弁いた

だきたいと思います。 

 以上です、２回目の質問を終わります。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは１番目のご質

問に答弁させていただきます。 

 職員数に対する考え方でございまして、



- 14 - 

 

ご質問の中でご紹介いただきましたとお

り、現業の退職不補充を前提にした定員管

理計画がございます。これに従って採用を

行っていくことは当然あることなんです

けれども、先ほどの答弁でもさせていただ

きましたとおり、業務量の変動であるとか、

あるいは急遽対応しないといけない、そう

いった事業もふえてきております。これも

事実でございますので、事務職、技術職、

専門職を中心に、そういったことへも柔軟

に対応していく必要があると考えている

ところでございます。 

 それから２番目のご質問でございます

けれども、まず能力開発のお問いでござい

ました。 

 どのような取り組みでございまして、研

修関係で申し上げますと、時間短縮につな

がる、あるいは業務効率化につながるもの

として、マッセＯＳＡＫＡでも派遣研修の

実施をいたしておりまして、システムへの

対応ということで、こういったものも各課

の要望に応じて派遣いたしております。 

 このほかＯＪＴとしましては、一課１改

善運動ということで、特に若手職員を中心

に各課の課題、例えば時間短縮につながる

取り組みであったり、ミス防止につながる

取り組み、自ら目標を立てて、年度をかけ

て取り組む。こういったことも実施してお

りまして、これも人材育成にはつながって

いるものと考えております。 

 それから二つ目のご質問の中で、給付金

関係のシステムのお問いでございました。 

 特別定額給付金の支給事務におきまし

て、これは全国的にも問題にはなりました

けれども、マイナンバーを使った電子申請

がございました。それで電子申請とはいう

ものの、何かのデータとひもづいているわ

けではなくて、ページ上で手入力をするこ

とで、当然ながらそれは正確でないことも

多々ございます。 

 システムはＡｃｃｅｓｓを使ってエラ

ーを種別で分別する、そういったような仕

組みを構築し、また実際の支給データの作

成、給付振り込みのための支給データの作

成におきまして、パンチ入力が必要なもの

についてＲＰＡを活用しまして、正確に重

複のないような支給データをつくること

で、これはシステムが自動的に行いますの

で、人為的なミスが減らせる部分と、それ

から夜間も稼働させて迅速な支給につな

げたということで、報告は受けております。 

 これらのアイデアとか、それから知識、

そういったものを活用して事務を進めて

いく、そういった人材を今後も育成できる

ように努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 それから総務事務センターのお問いで

ございました。総務事務センターでは簡易

な業務を主に担っていただいておりまし

て、手作業の部分が多く存在いたします。

それでどうしても人為的なミスというこ

とも、気をつけながら進めるんですけれど

も、そういった部分が完全になくなること

は、難しい状況であると感じております。

そういうことでシステム化、これは他市で

もほとんど導入事例がございましたので、

庶務事務システムの導入に踏み切ってい

ると、そういうことでございます。 

 それでお問いがございました印刷、郵便、

それから個々の発送業務等々は、主には会

計年度任用職員で作業的な部分を担って

いただくことを考えております。一部印刷

業務などは派遣の活用もしながら業務の

繁閑時期、それから業務の滞ることのない

ような体制ということで、その辺を考慮し

ながら各課と協議を進めてまいったとこ
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ろでございます。 

 それから５番目のご質問で、人材育成の

お問いでございました。 

 ご質問にもございましたとおり、第三者

委員会の提言を踏まえてということで、今

度の協議会でもご説明させていただこう

と思っておりますけれども、コンプライア

ンスの徹底が一つ課題としては挙げられ

るとは思います。 

 それでこの辺りの計画、方針、それから

この方針の中で、自らがその行動をきっち

り取れているか点検を行っていくである

とか、そういったことも必要であろうとい

うことで検討しているところでございま

す。 

 また昨日の委員会の中でも答弁させて

いただきましたが、公益通報の外部窓口も

ございます。これは組織の中で解消しない

法令違反行為等があった場合には、外部窓

口を活用して通報すると、そういった仕組

みも新たに導入する予定をしておりまし

て、これは第三者委員会でご指摘を受けま

した部分への対応ということで、次年度予

定しているものでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大橋市長公室長。 

○大橋市長公室長 ６番目の２回目のご

質問でございます。クラウドファンディン

グでございます。 

 現在、ふるさと応援寄附金につきまして

も、その寄附の使途として大きなくくりと

いいますか分野で、例えば環境福祉、教育、

そういったことで指定はさせていただい

ております。 

 それからクラウドファンディングにな

りますと、もっと具体的な施策や事業にな

ってまいりまして、例えば事例でいいます

と、東北の「３．１１」の関係の記念碑の

建立であったり病院の支援であったり、小

さいものであったらサッカーゴールの設

置であったりと、様々な施策や事業でクラ

ウドファンディングが実施されていると

いうことがございます。 

 それと、ふるさと納税の場合は直接自治

体がその寄附を集めるということになる

んですけど、クラウドファンディングの場

合は第三者が自治体に代わってというこ

とも考えられるわけでございます。 

 ただいずれにいたしましても、地域への

愛着の醸成という観点では共通する部分

があると考えられますし、今後その辺りも

踏まえながら、もう少しクラウドファンデ

ィングそのものについての研究を進めた

上で、今後そのクラウドファンディングの

活用については考えてまいりたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福渡副市長。 

○福渡副市長 鳥飼グランドデザインに

ついてでございます。 

 私は昨年の４月に赴任してまいりまし

て、それで鳥飼の中をいろいろと歩かせて

いただきまして、やっぱりいろんな特徴が

あって、地域の資源とかもあるんじゃない

かと個人的には思っています。 

 それでその話とかを鳥飼地区まちづく

り構想担当へ話をしていても、言葉は分か

るけどなかなか伝わらないとかいうのが

あったりします。そういうところをどうす

るのか、そこがこのご指摘のあった市民に

対してなかなか共有されてないのではな

いのかということにつながってくるんで

すけれども、今回のグランドデザインをつ

くる上で、将来予想のイメージ図を今回作

ろうと思っています。そうするとその絵が

あることで、もうちょっと市民ともいろん
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な情報というかイメージが共有できるの

ではないかということで、今回はそういう

ものを差し込もうと考えています。 

 そういうものを作りながら、次にこうい

うのができ上がってきて、これからパブコ

メをやって、それででき上がった後には地

元に入っていってご説明させていただき

ながら、市民の方々と意見交換をしながら、

うまく実現できるように努力していきた

いと思っております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、９番目のご質問の２回目の答弁をさせ

ていただきます。 

 まず、５年に一度、計画の改定の前に市

民意識調査、アンケートを実施しておりま

す。今回のアンケートの結果から見えてき

たものは、男女平等に関する意見に関して

は高まってきていると感じています。ただ、

まだ固定的性別役割分担意識が根強くあ

るというのも事実でございます。そのこと

に対して、女性だけではなく、男性に向け

た講座でありますとか、女性の起業支援、

また女性が働きやすいような職場環境を

進めていきたいと考えております。 

 続きまして、地域防災計画の更新につい

てのご質問がございました。その点に関し

ましては、防災危機管理課が地域防災計画

の更新を進めておられます。それに対して、

人権女性政策課としては、男性の委員に対

しても女性の視点を入れていただくこと、

避難所における女性の要望等に関しても

意見を必ず入れていただくように、人権女

性政策課として要望しているところでは

あります。 

 生活困窮、また断らない窓口についての

ご質問がございました。その点に関しまし

ては、人権女性政策課で事務局として、摂

津市相談業務連絡会がございます。それに

は社会福祉協議会も構成メンバーとして

入っていただいています。 

 また、先ほどと同じ答弁になるかとは思

いますが、何かもやもやしていて、どこに

相談していいのか分からないという方に

関しましては、人権女性政策課でなかなか

キャッチができないのが実情です。ですの

で、そういった方がどこの窓口に行かれて

もキャッチできるように、生活応援シート

を活用し、人権女性政策課につないでいた

だき、様々な公的支援のところにつなぐよ

うに努力しているところであります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、ひとり親家庭の

貧困問題につきまして、私からご答弁申し

上げます。 

 過去、高度成長時代がございました。低

成長時代、それから現在では、とりわけ人

口減少とか、あるいは高齢化社会の突入、

それから労働生産人口の減少があります。

そういう意味では、これからのＧＤＰは減

少していくんではないかというような心

配もしております。２年間に及ぶコロナ禍

の中で、それからまたロシア・ウクライナ

の問題で世界的な不況がやってくるんで

はないか、そういう心配もしております。 

 とりわけ、そういうような中でひとり親

家庭、特に母子家庭が多いと思いますが、

そういう母子家庭の生活環境、非常に悪く

なっているんではないかと思います。企業

活動が縮小したり、あるいは先細りになり

ますと、当然低賃金での雇用、女性が多い

わけですけれども、そういうような雇用の

ところで、要は雇い止めがあったり、ある

いは退職があったりということで、非常に
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企業にとっては調整弁に使われているの

が、社会問題化しているのは当然認識して

おります。 

 それでは、こういうような、いわゆる貧

困問題、重層的に取り組むためにはどうす

ればいいのか、人権女性政策課だけでは取

り組むことは困難でございます。そういう

意味では、全庁的にどういう取り組みがで

きるのか。特にこの貧困問題につきまして

は、福祉部門、それから教育部門等々もや

はり連携を取っていかなければならない

と思っています。 

 一つ、市役所の風土としまして、よく言

われるんですけれども、縦割り意識がやっ

ぱり言われております。いろんなことで今

までそういうことを言われておりまして、

摂津市におきましては、まず縦割り組織の

意識を払拭する。その中で他の部門とどう

いうふうに連携ができるのかどうか。これ

はやはり研究はしていかなければならな

いと思っております。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、質問番号

１１番でＳＤＧｓ未来都市に関するご質

問でございます。ＳＤＧｓ未来都市につき

ましては、自治体によるＳＤＧｓの達成に

向けた取り組みを公募し、優れた取り組み

を提案する都市をＳＤＧｓ未来都市とし

て認定するという、内閣府の制度でござい

ます。実際、認定されましたら、委員がご

指摘のとおり、市民に対してはかなり大き

なＰＲ効果があろうかと考えております。 

 一方で、指定を受けるためには、ＳＤＧ

ｓ未来都市計画を策定した上で、全国に先

駆けたといいますか、先導的なモデル事業

を実施していかなければならないことに

なっております。現在、本市で行政経営戦

略におきまして、ＳＤＧｓとリンクさせて

取り組みを進めているところですけれど

も、今後、どのような取り組みが先導的で

あると評価されるのか、先進事例を参考に

しながらＳＤＧｓ未来都市についても研

究してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 室内換気のために、暫

時休憩します。 

（午前１１時 ８分 休憩） 

（午前１１時１３分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは、３回目の質問

をさせていただきたいと思います。 

 まず、１番目の人事全般についてでござ

いますけれども、今後、いろんな業務がふ

えてくるということでございますので、柔

軟な対応をしていくということでござい

ます。これはしっかりこれからお願いした

いと思います。何といっても、やっぱり市

民サービスの向上を最重視していただい

て、職員の適正な配置を考えていただきた

いことを要望しておきたいと思います。 

 それから、２番目の働き方改革について

でございますが、一部職員のことを紹介し

ていただきました。人事評価も併せてです

けれども、やっぱり働き方改革もそうです

が、個人の能力のモチベーション向上が非

常にやっぱり重要やと思います。これは結

果を残した職員の頑張りとモチベーショ

ンが広がっていくような、そういう人事政

策をぜひお願いし、これも要望としておき

ます。 

 それから、総務事務センターの件ですけ

れども、これは理解いたしました。今後も

業務の適正化といいますか、ミスのない取

り組みをやっていただきたいということ

でお願いしておきます。要望といたします。 
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 ５番目の人材育成事業についてでござ

いますが、これは後日また協議会を開いて

いただくということでございますので、詳

しくはそこでいろいろ申し上げたいと思

います。とにかくこれまでの様々なミスが

ありました。それを払拭し、なおかつ先ほ

ど申し上げておりますように、マイナスか

らスタートするというよりも、職員のいい

ところをどんどん引き出せるような、そう

いう人材育成をしていただきたいという

ことで、これも要望としておきます。 

 ふるさと応援推進事業について、クラウ

ドファンディングを研究していただくと

いうことでございますから、これもしっか

り研究していただいて、柔軟な取り組みを

お願いしまして、要望としておきたいと思

います。 

 鳥飼グランドデザインでございます。福

渡副市長から答弁をいただきまして、大事

なところは、イメージを同じように持つこ

とがやっぱり大事だと思いますので、次の

段階に入っていく際は、そういうことをよ

く意識していただいて、よりみんなでつく

り上げていくというイメージをしっかり

持っていただいて進めていただくことで、

これもお願いし、要望としておきたいと思

います。とにかく夢のある計画の実現を目

指して、みんなが夢を持っていけるような

計画の推進をお願いしたいと思います。 

 ９番目の男女共同参画推進事業につい

てでございます。地域防災計画の女性の参

画については、これまでにいろいろ議論が

ある中で、例えば女性の専門委員会をつく

って、そこで提言書をまとめてそこへ持っ

ていったということもあります。やっぱり

一番この防災の中のトップの会議になり

ますので、こだわりを持って、何とか女性

の意見が通ることをしっかり考えていた

だきたいと思います。誰が委員になってい

るのか分かりませんけれども、４月以降に

また組まれると思います。それぞれの部署

のトップが充て職になっていますので、そ

のメンバーを見ながら、ぜひ形を残せる体

制を考えていただくようにお願いしてお

きたいと思います。 

 それから、重層的支援に対しての構築に

ついてですけれども、これも私たちもまだ

勉強段階といいますか、豊中市の話も聞き

ました。社会福祉協議会がやっぱり中心に

なって、どっかでキャッチするということ

です。まず地域団体とか地域のボランティ

アとか、地域の方たちが何かあるぞってい

うことでキャッチをされて、この支援につ

ないでいくのが、この大きな取り組みです。

窓口で対応できることはもう限られてい

ますので、地域でしっかりと見守れるとい

うか、キャッチできる体制をつくっていく

のが、重層的支援体制です。 

 今回こども食堂に支援をいただきます

が、このこども食堂も重層的支援の一つと

なります。ここで子どもについて何かシグ

ナルを見つけると。見つけたときには、い

ろんなところと連携をして、最終的にはど

こかの支援につないでいくのが、これから

の福祉の在り方になっています。だから、

先行してコミュニティソーシャルワーカ

ーの取り組みなんかがあるわけです。コミ

ュニティソーシャルワーカーは、どんな相

談でも応じるのが基本ですけれども、それ

に応じて、これからは地域もそういう地域

を構築していくことが大事です。 

 だから、決まったことをしなさいという

ことは一切なく、その地域に合った形を考

えて、体制を考えて、構築をしていくのが

この重層的支援体制ということになって

います。よく研究をしていただいて、摂津
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市に合ったものをぜひ見出していただい

て、そして、これからのこの取り組みにし

ていただきたいということで、これも要望

としておきたいと思います。 

 それから、ＳＤＧｓ未来都市です。こう

いう取り組みもぜひ見据えながら、研究を

しながら、進めていっていただきたいとい

うことで、これも要望して、私の質問を終

わります。 

○三好義治委員長 次に、安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、幾つかお聞きし

ときたいと思います。 

 最初に、人事関係のことを２点ほどお聞

きしたいんですけれども、昨日より議論さ

れておりますが、第三者委員会の提言も受

けて、このたび設置されてということにな

ります、公益通報外部窓口業務についてで

ございます。 

 委託料として１２７万円、これ予算概要

で１２ページにあるものですけれども、ど

のように機能させていくのかが非常に重

要になると思います。従来の公益通報窓口

の状況と、それからこの外部窓口の設置に

よって、何の効果を期待するのか。それか

ら同時に、具体的にこういった通報をされ

る際に、もちろん職員であり、役所と関係

をしている事業者であり、いろいろな方々

からの通報が想定されるわけですけれど

も、どこにどのような形での通報があって、

それがどのように庁内に来て、その対応を

行っていくのか。それが仕組みとしてきち

んと多くの人に知っていただく必要があ

ると思いますが、その点について、お聞か

せいただきたいと思います。 

 それから、２点目に職員の配置であると

か、給与のことで、これもこれまで議論も

されてきたのであまり深くやりませんが、

予算書の２０６ページから給与費の明細

の表があります。見てみましたら、先ほど

もお話がありましたように、令和４年度は

５５人ほどの新規採用があって、退職され

る方等々とプラスマイナスしますと、２６

人ほど増加されるということであります。

正規の職員、それから会計年度任用職員、

いずれも増加しておりますが、その中で特

徴的だと思うのは、会計年度任用職員の給

与費です。金額の伸びが全体の伸びの約２

倍、約１１％になっています。会計年度任

用職員の待遇改善問題は代表質問でも議

論されておりましたが、この数字的な根拠、

どのような理由になっているのか、お聞か

せをいただきたいと思います。 

 あわせて、昨日も福住委員から触れてお

られましたけれども、予算概要の費目ごと

に計上されている人件費、そしてそれぞれ

の課ごとの配置の人数が記されています。

今回、新規採用で５５人、全体では２６人

ほどの増加になっておりますが、具体的に

はどんなところに重点配分をしていこう

とされているのかお聞きしたいと思いま

す。 

 例えば、昨年の事件があって、体制強化

が図られている家庭児童相談課を見てみ

ますと、令和３年度で５人、令和４年度で

は８人、それから短時間の方が一人という

ことで、確かにここ増員となっています。

それから、例えば、数年後にごみ処理の広

域化が図られる環境センターについては、

今後どのようになるのかなどを踏まえて、

その辺の動向について、考え方をお聞かせ

いただきたいと思います。 

 それから、次に男女共同参画計画につい

て、お伺いします。これも今、詳しく議論

をされておりました。私も、第３期計画が

今回終わって、意識調査も行って、様々な

議論を行った末に、第４期計画の案がつく



- 20 - 

 

られ、先日、五十数人のパブリックコメン

トへの意見もあったとご説明をいただい

ているわけですが、この到達は、どのよう

に見ておられるのか。そして第４期に、ど

うやってつながっているかです。例えば、

第３期計画のそれぞれの目標指針項目が

あって、それぞれの目標値と実績が毎年ア

クションプランによって報告をされて、進

捗状況が分かるようになっています。これ

が令和２年度の報告から、行政経営戦略の

枠組みの中でチェックシートという見方

に変わりました。全体で、第３期計画での

新項目が２８件あったんですけれども、こ

の進行管理チェックシートを見ますと、Ｋ

ＰＩ目標という形で二つになっています。

もちろんまとめ方の問題もあるかと思い

ますが、中期見直しから５年間、一定指針

として、目標としてやってきたものですの

で、その点それぞれの到達状況がどうなっ

ていたのか教えてください。 

 第４期計画を見ましても、この目標指標

が１５項目に集約されていると思います

が、その内容についても、第３期までの指

針項目と大きく変わっているような気が

いたします。例えば、これまで第３期の指

針目標にありました保育・学童の待機児童

の目標がゼロだったと。もちろん簡単には

いかない目標ではありますが、大変重要な

視点だと思います。第４期計画の目標指針

項目には入っておりません。それから、例

えば、男女共同参画センターが主催してい

る事業において、子どもの一時預かりを利

用した人の数であるとか、女性の委員がい

ない審議会の数をゼロにするような項目

などもなくなっています。 

 一つ一つ項目の設定の仕方は、議論され

るべきものだと思いますけれども、今回第

４期には、これがなくなったのは当然いろ

いろな議論の下で、理由があってのことだ

と思いますので、その点をご説明をいただ

けたらと思います。 

 それから、鳥飼グランドデザインについ

ては、これは公民連携のお話がありました

ので、今後、いろいろな事業を進めていく

上で公民連携、事業者の皆さんや市内で活

動されている各種団体の方々を含めた交

流とコミュニケーションをしっかり図っ

ていただいて、合意と納得の上でまちづく

りを進めていただきたいことは申し上げ

ておきたいと思います。 

 これも皆さん、おっしゃっておられるこ

とですが、やはり鳥飼グランドデザインの

策定に向けて、令和２年度から実質上取り

組んでおられて、策定委員会の数も当初の

予定よりも大分ふやしていただいていま

す。地域の中に入って説明会、意見交換等

も、いろんな団体とのヒアリング等もやら

れてきたとお伺いしているんですが、まだ

やはり藤浦委員がおっしゃったように、本

当に十分とは言えない状況だと思ってい

ます。コロナの関係で本来の説明会や意見

交換会が中止になったりしてきています。 

 加えて、やはりそういった場所に来られ

ないような方々の意向をどうやって集め

ていくかという点では、グランドデザイン

の策定をした後も、丁寧に周知を図ったり、

それから意見を受け入れながら、この計画

をアップデートさせて、一緒に鳥飼地域の

大きな将来像に向けて進めていく必要が

あるかと思います。この点は、恐らく市民

との交流、事業者の意見集約、それから合

意と納得の上で進めていくという点で、ま

だまだ不十分さはあると思いますので、こ

れは要望としておきますが、その点をぜひ

留意していただいて、進めていただきたい

なと思います。よろしくお願いします。 
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 それと防災ステーションの整備計画に

ついてであります。こちらは今後、整備計

画が承認された後に具体的に進んでいく

ことになることで、新たに支援業務委託料

が、改めて組まれました。この防災ステー

ションは、やはり盛土をすると。下の部分

が国の役割であると。その上部の施設につ

いて、摂津市がやるということで、業務が

明確に分かれているということでありま

すが、地域の住民や市民からしてみると、

防災ステーションといえば、盛土して、そ

の上に何かできると。しかも、流域治水と

いう大きな国が考えておられる目的にプ

ラスして、地域で平時に使える公共施設、

さらには非常時においても地域の避難所

としても活用できるということに、地域の

皆さんは非常に大きな期待を寄せておら

れると思うんです。 

 そういった中で、市民に対しての周知や

意見を聴取していく、それを調整しながら

進めていくことが重要になってくるかと

思いますが、今後、住民の皆さんに説明を

していく中で、盛土の部分は国ですからと

か、上の部分は摂津市ですからということ

で、分けて説明をされたりということにな

ると、市民の皆さんからとってみると、不

信感がたまっていくことになりかねない

と思うんです。説明会の持ち方とか、周知

の仕方、それから防災ステーション、盛土

に関係しての地域の環境への影響である

とか、それから社会資本整備、道路である

とか、ガス管であるとか、一体的に見て、

どこがどのように責任を持って、市民の皆

さんに説明されるのか。もちろん連携され

るかと思うんですけれども、その辺の責任

の所在がきっちりとされて、進められるべ

きだと思いますが、その点をお聞かせいた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、１番目と２番

目のご質問に答弁をさせていただきます。 

 まず、外部通報窓口の期待する効果でご

ざいましたけれども、設置を行います際に

は、改めて制度周知を行うことといたして

おります。これまでも制度については、周

知をしておりますけれども、改めてこの制

度の理解が、職員の間で深まるのではない

かという効果を期待いたしております。 

 また、現在は通報窓口が人事課というこ

とになってございますけれども、どうして

もこの規模の組織となりますと、通報者に

とっては、顔が分かるといいますか、そう

いったことで、通報をためらうようなこと

もあるのではないかと想定はいたします。

外部通報窓口ができることによって、そう

いったことをある意味そこまで気にする

ことなく通報につながるのではないかと

考えております。 

 スキームについてのお問いでございま

したけれども、現在は先ほども申しました

とおり、人事課が通報窓口になっておりま

して、匿名の場合を除きまして、職員から

の通報後、受理・不受理の連絡ですとか、

実際の調査を実施した際に、調査実施の通

知、それから是正措置を講じた場合には、

その措置の通知ということを人事課から

通報者に行うような仕組みになってござ

いますけれども、外部通報窓口が設置され

た後は、事案に対する調査、それから是正

措置については、これはいずれも人事課が

担うことにはなるんですが、通報者との連

絡、通知のやり取りについては、外部通報

窓口を介して行うようなことになります

ので、職員からの通報について、人事課が

直接通報者とやり取りすることはないも



- 22 - 

 

のと考えてございます。 

 それから、２番目のご質問の中で、会計

年度任用職員の人件費の部分のお問いで

ございました。理由といたしまして、主な

要因でございますけれども、少しご紹介も

いただきましたが、一部会計年度任用職員

の職種の中で、他市との処遇の違いといい

ますか、比較を令和３年度に行っておりま

す。結果といたしまして、２３職種につい

ては、他市との水準を埋めにいくといいま

すか、水準が低かった職種について、報酬

の見直しを実施いたします。この報酬改定

に伴うものが、およそ２，７００万円程度

になってございます。 

 それから、人数の増も少しございまして、

大きなところで申し上げますと、学童保育

室の指導員の部分で、ホーム数の増への対

応ということで、２０名程度の増員を見込

んでおりまして、これがおよそ４，５００

万円ほどの影響でございます。 

 最後に、共済費の部分にはなりますが、

会計年度任用職員の社会保険の関係で、１

０月から共済組合に短期と福祉の部分が

移行します。これに伴う費用として見込ん

だ増分ということで、この影響額になって

いるということでご理解いただければと

思います。 

 配置上の強化の部分でございますが、当

初予算同士の比較ということで、ご紹介も

いただきましたけれども、既に今年度、柔

軟な対応の中で増員を図っている部分も

ございます。そういった前提で申し上げま

すと、情報系の部門、ＤＸ推進事業の関係、

それからワクチンの集団接種の関係、それ

から建設部の大規模開発の関係、それから

ご紹介がありました虐待対応の関係とい

うことで、特に虐待対応の関係は専門職と

いいますか、経験者の採用ということにも

今年度取り組みまして、新年度から増員の

対応をしていく予定ということで、当初予

算で見込んでございます。 

 最後に、環境センターの関係でございま

すけれども、令和５年度に共同運用の予定

となっておりまして、令和４年度予算上は

環境センターということで、もちろん配属

も現在従事している職員はおりますが、令

和５年度については、共同運用になること

で、その令和５年度以降につきましては、

現在勤めている職員はいずれかの職場へ

の転任が予想されると考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、３点目の男女共同参画計画についての

ご質問に答弁させていただきます。 

 まず、第３期の到達点についてでござい

ますが、各審議会の女性の参画率でありま

すとか、男性の育児休業の取得率等に関し

て、一定成果はあったものと考えておりま

す。 

 意識改革のところでは、到達できている

ところもあるかと思いますが、まだまだ目

標値に達していない点も多くあるかとは

考えております。 

 第３期のアクションプランにはあった

分が、第４期のところではどのようになっ

ているかというご質問があったかと思い

ます。第３期では、指標の一覧というペー

ジは作成しておりませんでした。第４期に

関しましては、指標一覧を明確に設けてお

ります。その数が減ったとのご指摘がござ

いましたが、他計画との競合している部分

に関して一定削除をさせていただいてい

るところもあります。それに関して目標値

を求めていないわけではなく、行政経営戦
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略のヒアリングで必ずこちらの人権女性

政策課としては、各所属にヒアリングをし、

またアップをしていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 細井参事。 

○細井政策推進課参事 それでは、５番目

の防災ステーションについてのお問いに

お答えいたします。 

 さきの答弁と重複する部分がございま

すが、現在国におきまして、河川防災ステ

ーションの整備計画について、承認に向け

た最終的な手続に入っていると聞いてお

りまして、承認され次第、本格的に事業が

実施され、説明会等々やっていきたいと考

えております。 

 ただ、役割につきましては、あくまでも

土台は国、上物については市で変わりはご

ざいませんが、地元に入っていくに当たり

まして、国と市が別々に動いていくことは

ありませんで、当然ながら連携してやって

いくことになると思っております。 

 あと周辺への環境での影響等につきま

しても、国は、他の地域等にも施工実績は

十分ございまして、どういった影響があっ

て、どのように対処していくかというとこ

ろに関しても、十分熟知されていると考え

ておりますので、この辺につきましても、

国と市、しっかり連携を取って、情報を共

有しながら、市民の方々への説明に入って

いきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。通

報外部窓口については、その周知をしっか

りしていただくことが重要だと思います。

庁内含めて、市民の方から、もしくは事業

者の方からもそういった通報が起こり得

るということでありますが、それがやはり

摂津市の事務執行の適正化に大きくつな

がっていくということであります。その対

応、通報そのものについて、外部窓口がで

きるとふえていくようなことも予想され

ます。それへの対応についても、一定やっ

ぱり人員も必要になってくるかと思いま

すし、その辺の体制も人事課が人を配置さ

れているところで、どうやるのかはなかな

か頭の痛いところではあるかと思うんで

すが、大事な外からの声は、しっかり受け

入れてやっていくのが重要だと思います。

その点は広く周知と、それから適正な運用

を図ってもらうように、これはまた注目し

て見ておきたいと思います。 

 それと、給与費等については、会計年度

任用職員の２３職種の業務において他市

との関係で引き上げたということで、会計

年度任用職員の待遇改善ということにな

っているということで、その点は理解をい

たしました。 

 同時に、代表質問でもありましたけれど

も、ケア労働従事者、保育・学童保育であ

るとか、社会福祉の分野の職場において、

政府が、非常に額的には不十分ではありま

すけれども、この間の貧困の拡大と併せて、

コロナ禍で本当に頑張っていただいてい

るところへの収入増、特にそういった分野

における平均所得、平均収入のは、全産業

にわたる労働者の収入と比べても非常に

低い水準にあることもあって、少しではあ

りますけれども、引き上げることが方針と

して出されました。これは公的な分野にも

当てはめるということでありましたが、今

回公的分野については、他市との状況を見

比べたりすることで、すぐにはやらないと

いうお話だったかと思います。その点は、

もちろん民間の状況も見ながらですけれ
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ども、そういうケア労働の低い水準を引き

上げてこそ、人員を確保していくことにも

なりますし、子どもたちや介護を受ける

方々の安全やサービス改善にもつながっ

ていくと思いますので、これは前向きに、

状況を見極めながらやっていただきたい

と思います。もちろん全体の給与水準等の

バランスもあるでしょうけれども、そこは

やはり乗り越えるような形での検討をや

っていただきたいことを申し上げておき

ますので、よろしくお願いします。 

 人員配置の重点については、お聞きいた

しました。藤浦委員からもありましたよう

に、年度途中に緊急的な職、仕事がふえて

いく。特に令和３年度はそういうことが非

常に多い中で、それぞれの課から人を集め

て、新しいプロジェクトチーム等々組まれ

たということは大変な状況だったと思い

ます。その点に柔軟に応えていくためにも、

やっぱり体制の強化、それから人員そのも

のが今のままでいいのかが問われている

と思います。 

 今回かなり職員採用数は多く採られて

いるということは、それの現れではないか

と思うんです。今後、その職員の体制状況、

それから人員、定数管理の計画もあるかと

思いますけれども、正規の職員と会計年度

任用職員の比率というのはどうしても今、

会計年度任用職員の比率が高くなってき

ているというのがあると思います。命を守

る分野、ケアに係る分野での仕事をされて

いる方の多くが会計年度任用職員で担わ

れております。それが本当にいいのかとい

うことが、今このコロナ禍で浮き彫りにな

ってきた、いろんな諸問題が浮き彫りにし

ているんではないかと思うんです。 

 そういう点から、その体制、正規・非正

規の比率の問題、それから人員をふやして

いただいているけれども、さらにふやして

いく必要があるんではないかと思います

が、その点については大きな考え方として、

お答えいただけたらと思います。 

 男女共同参画計画についてです。これま

での第３期の指針目標について、なくなっ

たわけではないということです。これは第

４期にも引き継がれているけれども、行政

経営戦略の中での示し方、出し方によって、

ここに一覧表としてまとめたものだとい

うことでありました。それはそれとして、

これまでの目標が達成したものも含めて、

達成しなかったものも含めて、本当に必要

な指針だったのかどうかもきちんと議論

した上で、精査していただきたいと思いま

すし、少なくとも第３期計画の到達とか、

その総括の上で第４期が出てくるわけで、

市民の皆さんには、第３期の指針に対して

どうだったのかというのは、きちんとお示

しをしていく必要があるんではないかと

思うんです。その点の考えはどうなのか、

その点については、もう要望しておきます

ので、ぜひ市民に分かるような形で、示し

ていただきたいと思います。 

 今までホームページで出していたので、

行政経営戦略に基づいてＫＰＩ目標とし

てチェックシートでは、達成率が書かれて

おりますけれども、今までのものは一体ど

うなってしまったんだと。今までのものが

消えてなくなって、第４期にも見えている

ところには何もないというのでは、今まで

積み上げてきた、また努力されてきた様々

な団体の方や市民の方にとっても、やっぱ

り不誠実ではないかと思います。これから

一緒になってまたこの制度をよくしてい

こうと、男女共同参画の社会を築いていこ

うと、頑張っていこうということですので、

そこはきちんとしていただきたいことは
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強く要請しておきたいと思います。 

 個々の問題もいろいろあるんですけれ

ども、これも福住委員からもありましたが、

昨年、生理の貧困が大きな社会の問題にな

っている中で、学校施設の保健室等に生理

用品等が無料配置されるということであ

りました。その上で、令和４年度、より適

正に運用されるべきだと思うんですけれ

ども、令和３年度、いろんな自治体では、

保健室等で置くことよりも、トイレの個室

へ配置をしていくことが非常に効果とし

てあるというお話もたくさんお聞きして

います。現に貧困によって生理用品を買う

ことができない方がいたとしても、その方

たちが、じゃあわざわざ保健室まで入って、

相談をしながら生理用品もらいに行くこ

とは、相当なハードルになってしまうんで

はないかなと思うんです。 

 そういう点では、やはりいろんな工夫も

し、現場ともきちんと協議をしていただい

た上で、誰でも利用できるときに利用でき

るようにしていくことが必要ではないか

なと思うんですけれども、令和３年度の実

態と、令和４年度、そういったお考えがな

いのか、お聞きをしたいと思います。 

 もう１点だけ具体的なお話として、ＤＶ

被害とか、デートＤＶ等いろいろ講座とか、

それからこの間は大阪人間科学大学の学

生と一緒になって、学習や講演会等開かれ

ている取り組みについては、私も１回だけ

ですけれども参加させていただいて、本当

に若い人たちの視点でこういうＤＶの被

害や男女との社会的な格差の問題がこん

なに具体的に自分たちの目線でやられて

いることに改めて感心しました。それを全

体のものにしていかなきゃいけないなと

思うんですが、その中で、やはりＤＶ被害

を相談できない、それからどこに相談して

いいか分からないというお話がありまし

た。 

 それに対して、きちんとした対応を取る

というお話もあったんですが、今、私たち

の党では、痴漢被害の問題にも注目してお

ります。痴漢のアンケートを東京都、京都

府、今は大阪府でもやっているんですけれ

ども、ＤＶ被害と同じような反応が返って

きています。多くが１０代に痴漢被害に遭

ったということです。そのことを誰にも言

えなかった方が非常に多くいらっしゃい

ます。なぜ言えないのかというと、言って

も仕方がないから、または叱られるんじゃ

ないかということです。自分が悪いんじゃ

ないかと、責められるという二次被害を恐

れておられる方が非常に多いということ

です。もちろん相手からの仕返しが怖いと

いうことで、ＤＶとも非常につながる部分

もあるんですけれども、こういった痴漢被

害に対して、やはりこれは政治や行政でそ

れを防止していくための啓発であるとか、

対策が取られるべきではないかと思いま

す。 

 その点は、現在、検討の状況の中に入っ

ているのかどうかを含めて、少しお考えを

お聞かせいただきたいと思います。 

 防災ステーションに移ります。防災ステ

ーションについては、国と摂津市と連携を

しながら進めていただくことは大前提な

がら、やはり国と摂津市がしっかりと連携

をしていただきたいんです。摂津市は国と

の関係での連携だけでなくて、住民の皆さ

んとの連携を図ったものを、住民の声を聞

いたものを国と協議していただく必要が

あります。その上で一つのまとまった説明

であり、それから住民の皆さんの要求に対

して、こうですよというようなお答えをし

ていただく必要があると思うんです。 
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 説明会で出ていくのが摂津市の細井参

事だけになることもあるかもしれないで

す。そのときに、これは国のことなので、

ちょっと分かりませんとか、もしくは、国

に摂津市の要求をしても、国は下だけです

という話になったり、もしくは、環境影響

についても、国は何回も経験しているから

よく御存じだというお話でしたけれども、

そうは言い切れない部分もたくさんある

と思うんです。法的にはあかんって一刀両

断に切られてしまうことになれば、たちま

ちこの計画への地域の皆さんからの不信

を生んでしまうわけです。そうではなくて、

住民の皆さんに寄り添った形で話を聞い

て、どう対応していくのか、一緒になって

考えるような姿勢を最初から最後まで徹

底してやっていくというのは、大きなプロ

ジェクトになります。もちろん流域治水と

それから地域の安全とコミュニティ施設

ということで、地域にとっても大きなプラ

スになるようなものですので、ぜひそうい

ったことについて、図っていただきたいと

思います。その点だけ、福渡副市長から、

お話しいただけたらと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、２回目のご質

問に答弁をさせていただきます。 

 正規職員と非常勤職員の問題でござい

まして、本市におきましては、令和２年度

に改正されました地方公務員法の改正、こ

れに伴いまして、会計年度任用職員の制度

を導入しております。改正におきましては、

非常勤の職が地方公務員法に明記をされ、

それから位置づけとして、常勤職員が担う

職務、会計年度任用職員が担う職務といっ

た、一定の整理がなされたものとなってお

りまして、現状においては、地方公務員法

に基づく対応であると認識はいたしてお

ります。 

 ただ、毎年、各課と次年度また直近の体

制について、年末の人件費査定であるとか、

年度途中の個別の相談協議を人事課でも

行っておりますが、常勤職員の担う職務と

の区分であったり、役割の違いといった、

そういったことについては、確認を常に行

っております。これは今後も継続していく

必要があると考えておりますし、ご質問の

視点も、十分に留意しつつ状況把握、それ

から柔軟な体制整備ということに今後も

努めてまいりたいと考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、安藤委員のご質問にお答えをさせてい

ただきます。 

 まず、生理用品の無償配布についての実

績ですが、生理用ナプキンは、男女共同参

画センターと、また市内の各小・中学校、

市内の公立・私立の高校、支援学校、そし

て大阪人間科学大学に配布をさせていた

だきました。 

 先ほどおっしゃっていただいたように、

保健室での配布を当初させていただいて

おりましたが、確かに保健室では受け取り

に行くというハードルが高いのではない

かというところもございます。ただ一方で、

保健室で受け取る際に、ほかの悩みを聞け

る利点もあるとは思っております。 

 各学校でトイレに設置をさせていただ

いたり、保健室での配布を継続されている

ようにも聞いております。その点に関しま

しては、教育委員会と連携をして、どのよ

うな配布方法がベストなのか、協議をして

いきたいと考えております。 
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 続きまして、ＤＶまたデートＤＶ、また

痴漢被害の件についてのご質問がござい

ました。痴漢被害のことに関しては、デー

トＤＶと同じくなかなか人に相談ができ

ないという実態があるんではないかとい

うご指摘をいただきました。 

 人権女性政策課では、先ほど委員がおっ

しゃっていただいたように、大阪人間科学

大学とデートＤＶユースリーダーを実施

させていただいています。それに関しまし

ては、目的が幾つかございます。大学生、

もしくは若年の方が痴漢被害も含め、デー

トＤＶの相談を市役所にするのはなかな

かできないのが実情です。ただ、ユースリ

ーダーを受講していただいた方が、支援者

になり得るのではないか。もしくは友人等

から相談を受けた際に、相談機関があるよ

というように教えていただくことも一つ

ではないかと考え、その事業を実施させて

いただいているところです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 福渡副市長。 

○福渡副市長 今後の対応に関してです

けれども、基本的に国と摂津市の共同事業

という認識でいます。国も同じような認識

だと思っています。国とすると、やっぱり

地元の細かい希望とか、意見とかをくみ取

るのはなかなか難しいと思っていますの

で、そこをやるのはやっぱり摂津市の役割

だろうと思っています。 

 しっかりと国と摂津市とで連携といっ

たら、言葉は連携となりますが、そこをち

ゃんとしっかりやって、地元の人に、委員

がおっしゃったように、寄り添う形で実施

するのがやっぱり摂津市の務めだと思っ

ています。しっかりやっていきたいと思い

ますので、引き続きよろしくお願いいたし

ます。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

人事課につきましては、これまでもいろい

ろと意見や論議もしてきておりますが、こ

のコロナ禍であったり、それから今、ウク

ライナで起きている、本当にひどい戦争の

状態の中で、しわ寄せは女性や子どもであ

ったり、社会的弱者の方々に行ってしまう。

コロナ禍であれば、お年寄りであったり、

既往症を持っておられる方々であったり

します。そういう方々に手を差し伸べられ

る、もしくは人間らしく生きられるその生

存権であったり、基本的人権を保障すると

いう憲法上求められている行政の役割を

果たしていくのは、非常に重要な摂津市の

仕事でもあります。 

 そういった大事な分野において、もちろ

ん一生懸命やっていただいておるのは

重々承知の上で申し上げますが、しかしそ

ういったノウハウを持っておられる方こ

そ、しっかりとした待遇でもって生活して

いくことのできるようにすることが、新た

な若い人たちの人材を生み出すことにも

つながっていくことになります。これは摂

津市だけの問題とは言えませんが、摂津市

として、そういった観点から今後の人事体

制とか、職員の採用、それから正規化に向

けた議論をやっていただきたいと申し上

げておきます。よろしくお願いいたします。 

 それから、男女共同参画については、も

ともと国際婦人年という、もう５０年以上

近く前から始まった、女性の皆さんが声を

上げてきたものが今の大きな社会の流れ

になってきています。そういった取り組み

はもちろん評価しますし、続けていってい

ただきたいと思います。 

 その上で、一歩一歩多くの皆さんの理解

を得ながら、さらに前に進めていただくこ
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とが重要であります。現にジェンダーの問

題において、社会の仕組みや意識の中にあ

るものについては、意識を変えるのはなか

なか難しいんでしょうけれども、例えば社

会の仕組みの中で、痴漢被害であったり、

それからＤＶであったり、もしくは審議会

で女性が入れないような仕組みがあった

り、そういう仕組みを変えることによって、

その意識と結びついていくことになると

思います。その点はぜひ幅広くやっていた

だきたいのと、幅広く取り組んでいること

が、市民の皆さんに届かないとあかんと思

います。何度も繰り返しますが、第３期で

やったことの到達については、市民の皆さ

んにもお知らせもし、それから今後第４期

の中でも、ＫＰＩには出ていないけれども、

今までの視点として、こういった観点でや

っていくんだということを目に見えるよ

うな形にしないと、これは全庁的にも、例

えば保育所、学童保育の待機数をゼロにす

るんだということはもちろん、それに向け

て頑張っておられるかと思いますが、全体

のものにしていくことが、後退になりかね

ないと思いますので、その点の配慮、それ

から周知であったり、啓発については、よ

り目に見えるような形にしていただきた

いと思います。 

 それから痴漢の問題は、しっかり研究も

していただきながら、また今後もその点に

ついては、具体的に議論していきたいと思

っています。本日はこのぐらいにさせてい

ただきたいと思います。 

 ＬＧＢＴの問題も、お話がありましたけ

れども、いろいろな取り組みをやっておら

れますし、意識調査もやっておられますし、

男女の性別を書かなければいけない申請

書の見直しも行っていただいております

が、ＬＧＢＴＱ・ＳＯＧＩの方々が摂津市

に訪れられときに、このまちは私たちのこ

とを理解している市なんだということを

分かってもらうだけでも、当事者にとって

みると、非常にこれは大きな励みになると

いうことを当事者の方からもよくお聞き

します。 

 パートナーシップ条例とか、具体的な取

り組みも必要かと思いますが、まずは男性

も女性もＬＧＢＴＱ・ＳＯＧＩの方々も尊

重されるまちに取り組んでいるんだとい

うことを示す上でも、窓口にレインボーフ

ラッグを置くとか、その当事者の方に伝わ

るような取り組みをやっていただくよう

に、これも要望しておきたいと思います。 

 防災ステーションにつきましては、福渡

副市長からもご答弁いただきましたので、

よろしくお願いいたします。また一つ一つ

今後も議論させていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○三好義治委員長 安藤委員の質問が終

わりました。暫時休憩します。 

（午後０時３分 休憩） 

（午後１時１分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 野口委員。 

○野口博委員 それでは、５点質問いたし

ます。 

 一つは、意見と要望であります。先ほど

生理の貧困問題が議論されました。貧困状

況を現す問題の一つとして、大きな社会問

題になった課題でもあります。ご答弁があ

ったように、いろんなところに配布された

っていうことがあります。できれば、その

配布した結果、小・中学校、特別支援学校、

市内の大学だとか含めて、配布したところ

が、自主的にそこで判断されて、トイレに

置くなどしていただいて、結果どうなった
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のかということの把握が大事だと思いま

すの。その点については、その資料を請求

したいと思いますので、委員長、よろしく

お願いいたします。 

 二つ目は、人事関係です。議論されてい

るように、いろんな問題がありまして、市

民の皆さんも大変心配をしている中で、こ

れまで問題にしてきました職場環境とい

う問題で、いわゆる非正規職員と正規職員

の割合が結果どうなっているのか。先ほど

議論されたように、会計年度任用職員につ

いては、各市と比較しても、同等なりにな

っていることは、分かりました。 

 あと、これまで問題にしてきた残業時間

について、５００時間以上が８名いたとき

もありましたけれども、直近数字でこの残

業５００時間を超える職員が何人いるの

か。今の残業状況はどうなのかを含めての

職場環境について、どういう評価をなさっ

ているのか教えていただきたいと思いま

す。 

 三つ目は、選挙費の問題です。３６ペー

ジになりますけれども、今年は参議院議員

選挙も控えています。毎回この問題は、い

かに投票率をアップするかという観点か

ら議論がなされてきました。数字を見ます

と、昨年は衆議院議員選挙と市議会議員選

挙がありました。市議会議員選挙は、前回

の平成２９年度と比べた場合、前回４３．

７７％、昨年は４３．９％、ほんまに微増

でありました。衆議院議員選挙は、平成２

９年度が４５．２１％、昨年は５１．０７％

で９％近くふえたということがあります。

なぜそうなったのか、当然、選挙前の情勢

は、毎回違いますので、市民の関心も違っ

てくると思います。市の努力として、この

投票率のアップにどう貢献なさったのか

という点で、どう評価しているのかという

のが一つ目です。 

 もう一つは、昨年、幾つかのところで投

票所を変更いたしました。変更したところ

での投票率の問題も含めて、どう評価して

いるのかというのが二つ目として教えて

ください。 

 ４点目は、平和施策の問題です。予算概

要２８ページに、６９万６，０００円とい

うことで、金額を計上されています。代表

質問でも、議論はさせていただきました。

ウクライナへの侵略も含めて、世界の状況

については認識していると思います。 

 そんな中、許せないのは、国内でアメリ

カの核を日本の米軍基地にもってきて、日

米共同で管理・運営しようということを始

めるべきじゃないかという議論が始まっ

ております。こういう問題に対して、岸田

総理は、広島県出身の首相でありますから、

そういう議論を受け付けないということ

で、国会で答弁なさっております。改めて、

本市の憲法を守り、人権を尊重し、平和と

しての立場で、こういう情勢を受けて、ど

ういう動きをしていくのかを問われてい

ると思っています。 

 核廃絶の問題では、市長も頑張っていた

だいておりますし、毎年夏の平和行進でも

参加していただいて、挨拶もいただいてお

ります。貴重な活動なさっていることを承

知しておりますし、そういう点では、大き

な貢献をされていると思うんですが、どう

いう評価なさっているのかが一つです。 

 もう一つは、本市の宣言が、「憲法を守

り人間を尊重する平和都市宣言」となって

います。昨年の衆議院議員選挙を受けて、

情勢が大分変わってきまして、憲法を変え

ようという動きが強くなってきています。

憲法は、平和の問題だけではなくて、国民

の暮らしやいろんな権利を守る条項がそ
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こに込められています。この憲法を守ると

いう立場で、核廃絶に加えてどういう立ち

位置で臨むべきかということも問われて

いると思っています。この核廃絶の問題と

憲法を守ることをぜひ取り組んでいただ

きたいと思いますが、その点どうなのかを

お聞きします。 

 最後は、消防関係です。令和６年度から

５市による消防指令の共同運用が始まる

準備をしております。いろんな消防力の問

題について、各市の数字を見る中で、いろ

んな思いもあるんですけども、少し数字を

紹介しますと、令和２年４月１日の数字で

あります。消防職員正規職員が豊中市４２

２名、吹田市が３６７名、池田市が１０５

名、箕面市が１４５名、摂津市が１００名

です。団員数は、豊中市が５２５名、吹田

市は１７１名、池田市が１７０名、箕面市

が５７４名、摂津市が３９３名と、この正

職と消防団の数では、バランスが取れてい

るような感じもします。北摂各市を見ても、

なかなか消防団員が少ないというところ

も感じておりますけども、一つは、以前い

ろいろ議論させていただいた消防の定数

について１０３名であります。各市とも大

体そう変わらないと思いますけども、令和

６年度からの指令業務に対する共同運用

に伴って、摂津市の職員の体制問題と整備

計画について、どう関係して進めていくの

かについてお聞きしたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁をいただく前に、

野口委員からありました、人権女性政策課

に対する生理用品の配布場所とそれから

数量、利用状況について、これは後日でい

いですけど、資料として出していただくよ

う要請しておきます。 

 それでは、浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、２番目のご質

問、職場環境のお問いでございました。こ

れに答弁させていただきます。 

 まず、常勤職員と会計年度任用職員のそ

の割合のお問いでございますけれども、例

年４月１日に、在籍した職員数を把握いた

しておりまして、令和３年度におきまして

は、常勤職員が６６１名、これは再任用短

時間勤務の方も含むことで６６１名、会計

年度任用職員の方が５３２名で、会計年度

任用職員で言いますと全体の４４．６％と

なってございます。昨年度と比較して、や

や増加しているという傾向でございます。 

 それから時間外勤務でございますけど

も、５００時間を超える職員ということで、

令和２年度が１４名おりまして、今年度は

まだ年度の途中ではございますけれども、

恐らく同水準ないしは少し増加する可能

性がある、そのように見込んでいるところ

でございます。 

 全体としては、さまざま取り組みを行っ

ておりまして、事務改善ですとか能力向上

にも取り組んでいるところではございま

す。こういったことで対応できないような

業務量の増加が全庁を見渡しますとござ

います。人事課といたしましても、職員体

制を整えることで、例えば育児休業される

方の対応として、正規職員を追加配置する

とか、できるだけ課が円滑に業務を進めら

れるようにということで、配置も行ってき

ております。全体としては、業務量がふえ

る傾向にあることから、職員採用について

も、先にご答弁させていただきましたが、

４０名弱の職員採用を行ったということ

でございます。 

 今後も、業務量をきっちりと把握をした

上で、常勤職員、会計年度任用職員、この

役割の違い、業務の整理を行った上で、体
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制については、柔軟に考えていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、野口委員からの選挙に関する２点

の質問に、お答えさせていただきます。 

 まず、投票率の関係のご答弁をさせてい

ただきます。 

 令和３年度ですけども、委員から紹介が

ありましたとおり、令和３年９月１９日に

摂津市議会議員一般選挙、令和３年１０月

３１日は衆議院議員総選挙を執行いたし

ました。 

 投票率は、若干上がっているという結果

になったところでございます。その要因分

析という部分ですが、選挙の投票率は、当

日の天候であったり、立候補者数やその方

が訴えられる政治信条、政治公約にも大き

く左右する部分がございます。要因としま

しては、令和３年度の選挙執行時は、まだ

まだ新型コロナウイルス感染症第５波が

押し寄せている状況でございましたので、

より分散投票を促すため、ゆうゆうホール

鳥飼西とフォルテ３０１の期日前投票の

期間を２日間から４日間に延長したこと

も一つ要因にあるかと考えております。 

 また、新型コロナウイルスの関係で、な

かなか対面での啓発ができなかったんで

すけども、ＪＲ千里丘駅のご協力であった

りとか、音声での啓発にも力を入れたとこ

ろについて効果があったと評価している

ところでございます。 

 続きまして、投票所変更の部分の質問に

お答えいたします。令和３年度の摂津市議

会議員選挙からは、第２投票区において第

４５集会所を投票所として使用しており

ましたが、秋口に供用が廃止されるという

ことがございましたので、場所を子育て総

合支援センターの遊戯室に変更させてい

ただいております。投票率ですけども、市

議会議員選挙で第２投票区が４５．３２％、

衆議院議員総選挙が５５．７７％というこ

とで、それぞれ全体の投票率よりは、若干

上回っているところでございましたので、

投票所変更による投票率の落ち込みはな

かったかなと評価しております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、野口委員の４番目の質問にご答弁させ

ていただきます。 

 摂津市は昭和５８年に、全国初の護憲・

平和都市を掲げた憲法を守り人間を尊重

する平和都市宣言を行いました。 

 また、平成１１年には、非核を取り入れ

た文言として改正をしております。 

 この宣言の精神を踏まえて、国際社会の

一員として、戦争の悲惨さや平和の尊さに

対する認識を深め、平和が実感できるまち

を築くことを目指しています。 

 具体的にどのような施策をしているか

と申し上げますと、戦争の記憶が風化しな

いように、若年層に関しても取り組みを進

めておりまして、平成３０年の２月には、

摂津小学校に平和樹木の苗木としてアオ

ギリとクスノキを各１本ずつ植樹させて

もらいました。 

 令和２年度も、三宅柳田小学校に、広島

県の被爆のアオギリを１本植樹させてい

ただいているところです。 

 令和３年度に関しましては、コロナの関

係で被爆体験の伝承講話ができませんで

したが、令和４年度にも同じように被爆体

験伝承講話をさせていただいて、戦争の記
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憶が風化しないように取り組むつもりで

おります。 

 また、核廃絶に関してのご質問もありま

したが、摂津市では、核兵器の禁止条約の

早期締結を求める署名について、平和イベ

ントをはじめとした各イベントの会場で、

できるだけ署名を集める取り組みをさせ

ていただいているところであります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 橋本次長。 

○橋本消防本部次長 それでは、消防職員

の体制と消防力の強化の体制についての

ご質問にお答えいたします。 

 まず、本市の消防力の強化についての今

までの取り組みということでご紹介させ

ていただきます。 

 平成２８年４月、吹田市と共同で実施し

ている指令業務の共同運用でございます。

これは、両市の出動状況の情報を一元管理

することで、通常災害ではもちろんのこと、

大規模災害においても、迅速な相互応援体

制が強化できております。 

 また、本市においては、長年の課題でご

ざいました指令員の専従化が図れたこと

によって、効率的な人員配置ができたこと

は、大きなメリットでございました。 

 それと、平成３０年３月、救急件数が増

加する中で、救急隊１隊を増隊いたしまし

て、専任救急隊２隊にすべく、消防職員の

定数を９３名から１０３名に条例改正を

行いまして、救急救命体制の充実・強化を

図れたことも、これも大きな成果であった

と思います。 

 また、平成３０年４月からは、大阪府の

危機管理室、令和２年４月からは、市の総

務部の防災危機管理課、昨年令和３年４月

からは、府立の消防学校、こちらに職員を

派遣いたしまして、人材育成に努めており、

また、個人の質を高め、レベルアップを図

り、少ない職員配置でも、災害に対応でき

る体制強化に努めておりますが、昨今の働

き方改革の推進、また、新型コロナウイル

ス感染症の拡大に伴いまして、消防業務全

般において非常に厳しい状況で活動して

いるのが現状でございます。 

 総務省の消防庁からの告示で出されて

おります消防力の整備指針での先ほどの

充足率を現在と比較いたしますと、施設、

車両の点では、２ポイントの上昇ですが、

人員の面では、約１０ポイント上昇してお

ります。しかしながら全体的には約６０％

でございます。この充足率は、１００％で

ある全国の市町村はございません。しかし、

全国的に見て、小規模な消防本部ほど低く

なっている傾向がございまして、本市の充

足率が十分でないことは認識しておりま

す。 

 令和６年度の体制といたしましては、消

防指令センターの派遣が、現在、日勤者も

合わせて６名派遣しておりますが、令和６

年度からの５市での指令業務の共同運用

によりまして４名となり、２名が本市の他

の部署に配置できる予定でございます。 

 いずれにしましても、通常の火災、救急

救助活動はもちろんのこと、大規模自然災

害等に本市で対応するためにも、消防力の

強化が喫緊の課題であると考えておりま

す。そのためには、消防施設の充実、消防

職員の増員等について、関係部局と協議し

ながら、消防体制の充実・強化を検討して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野口博委員 そしたら、職場環境の問題

について、要望にしますけども、この間の

不祥事を受けて議論されているように、第
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三者委員会の報告、内容を受けてどういう

環境をつくっていくのか、そのために、職

員の数だとか、いろんな場面、場面でどう

改善していくのかが問われていると思っ

ています。 

 しかし一方では、おっしゃっているよう

に、非正規職員の方もふえております。こ

れをどう見るかというのが、なかなか僕ら

も判断ができにくいんですけども、要は、

この間いろんな職場環境の中で、摂津市が

市民に対して、地方公務員として仕事を全

うして頑張っていることをメッセージと

して伝わるような取り組みをちゃんとし

てほしいということを申し上げておきま

す。 

 選挙について、少しふえたのでほっとし

ていますけども、いろんな意見もありまし

て、第４５集会所の場合は行けたけども、

子育て総合支援センターは遠くなったの

で、行きにくい方もおられます。ただ、期

日前投の日数をふやした関係でそうなっ

たと思いますけども、そういうご意見も出

ていることも含めて、これからご承知のと

おり、高齢化社会に向かっていきます。よ

り近くに投票所を設置するということが

大事だと思いますので、より投票しやすい

環境をつくっていく立場で、議論していた

だきたいということでお願いしておきま

す。 

 平和施策の問題です。核兵器の問題もこ

の間ずっと議論していますので、それに加

えて憲法問題、憲法を守るためにどうして

いくかということも、少し考えてほしいと

いうことで、まず答弁を求めたわけであり

ます。本日、紹介したいのは、当時の文部

省が戦後、昭和２２年４月２８日につくっ

た新しい憲法の話という冊子なんです。戦

後、憲法は昭和２２年５月３日から公布を

されたということになりますので、昭和２

２年５月３日から、私たち日本国民は、こ

の憲法を守っていくことになりました。こ

の新しい憲法を教わるために、たくさんの

人々が大変苦心をなさいましたとことで

す。また、この冊子の途中に書かれており

ますが、皆さんは、日本国民のうちの一人

です。国民の一人一人が、賢くなり、強く

ならなければ、国民全体が賢くまたは強く

なりません。 

 そこで、国は、この国民の一人一人の力

をはっきり認めて、しっかりと守っていく

のです。そのためには、国民の一人一人に

いろいろ大事な権利があることを憲法で

決めているのです。この国民の大事な権利

のことを基本的人権と言うのです。これも

憲法の中に書いてあるのです。こういう書

き方をしております。これを受けて、改め

て原点に立ち返って、日本国憲法がどうい

う内容かということも、ぜひ市民の中で考

える状況をつくっていただければと思っ

ているんです。 

 この間、コロナ問題で救える命が救えな

いという状態が、たくさん発生いたしまし

た。そういう点では、憲法第２５条が、そ

の関係ではありますし、誰もが自分らしく

生きていくという個人の尊重をうたった

第１３条もあります。 

 今、平等問題なども大きな課題でありま

すけども、憲法第１４条、第２４条、そし

て、お金の心配なく学ぶ権利を保障する教

育の権利をうたった第２６条など、憲法第

９条以外にも、いろんな国民の権利や暮ら

しを守る条項が、この憲法に込められてい

ますので、平成１１年に改正されてきまし

たが、憲法問題についても頑張っていただ

きたいと思うわけです。これについては奥

村副市長にご答弁いただければと思いま
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す。 

 最後、消防です。いろいろご答弁いただ

きました。いろんな災害との関係から見て

も、消防力の増強は、大きな課題でありま

す。やっぱり消防の要である消防本部がき

ちっとこれからの災害に対して、いろんな

市民の生命や財産を守るために重要にな

ります。そういう点で、担当としてもいろ

んな具体的なところから、これだけ必要だ

というご意見も挙げていただきながら、頑

張っていただきたいと思います。そこで、

定数が１０３名になっておりますけども、

当面でも構いませんが、１０３名という数

字に対して、先ほどさらに目指していくと

いう面では頑張っていきたいと話があり

ました。この職員の数に対する展望をどう

お考えなのか聞かせていただきたいと思

います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、非常に大きい課

題で、どこまで答弁できるか分かりません

けども、私自身の考え方も含めまして、答

弁させていただきたいと思います。 

 今、ご紹介のありました日本国憲法、こ

れは国民の権利とか義務、それから基本的

人権等々が表記されております。これは、

平和国家への道標ではないかと思ってお

ります。 

 ただいまありました核の問題でござい

ます。核保有国の数国が、核の縮減という

ことを宣言されました。実際には、具体的

な指標は示されておりませんので、パフォ

ーマンスであったように思っております。 

 現在、ロシア・ウクライナの情勢では、

紛争よりも、むしろロシア軍の侵略のよう

な状況になっております。連日、テレビ等

で報道されていまして、ウクライナの国内

の惨状を見ると、非常に胸が絞めつけられ

る思いでございます。そういう攻撃の中で、

プーチン大統領は、核使用にも言及された

ような発言がございました。非常に危ない

状況ではないかと思っています。 

 アメリカはじめＮＡＴＯ軍が、その侵略

戦争に引き込まれますと、ややもすると第

３次世界大戦になっていくんではないか。

それから、核使用で、お互いが核を使用し

合えば、もちろん人類滅亡というようなこ

とも考えられるんではないかと思ってい

ます。 

 そんな中で、日本はやはり唯一の被爆国

でございます。被爆国の立場で全世界に向

けて何が発信できるのか、これはやはり国

をはじめ、いろんなところでいろんなこと

を協議し、発信していただきたいという思

いでございます。 

 それから、本市につきましては、そうい

う事態があって、いち早くロシア大使館へ

抗議文を送付し、武力による侵攻について、

強く抗議したところでございます。 

 いずれにいたしましても、今後につきま

しては、平和希求が全人類の希望ではある

と思っております。戦争をさせない、戦争

をしない、これはやはり基本的に、全世界

が共有した考えでなければならないと思

っております。 

○三好義治委員長 橋本次長。 

○橋本消防本部次長 それでは、消防職員

の１０３名から増員計画、今後の展望とい

うようなお問いでございました。 

 今、消防職員、現在１０３名でございま

す。先ほど、説明させていただきました消

防力の整備指針がございます。これは市町

村が目標とすべき消防力の水準というこ

とになっております。これを本市に当ては

めて計算してまいりますと、消防ポンプ自
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動車の隊員でありますとか、あと特殊車両、

それと救急隊員の数、あと指揮隊、通信員、

予防要員、この辺を全て計算しますと、約

１７０名という数字になっております。 

 今、本市が１０３名でございますので、

そこの６０％と乖離がございます。なかな

か１００％にするのは、今すぐには難しい

ところもあると思いますけど、消防力整備

指針に近いような形で、できるところから

必要な人員を確保していきたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野口博委員 そうしましたら、平和問題

については、副市長も答弁なされました。

ただ、核保有国のいわゆる声明と言います

か、おっしゃったように、核の軽減には言

及したけれども、核兵器禁止条約を今全世

界で頑張って、国際条約として発効し、核

廃絶に頑張っている状況に何ら触れず、結

果として核保有を正当化する内容につい

て、関係者から批判の声が広がっているこ

とは申し上げておきます。 

 一方で、１００％近い基礎自治体が平和

首長会に参加されて、活動を頑張っており

ます。代表質問で申し上げましたけども、

核廃絶の平和運動を摂津市より広げてい

ただきたいということと、本日申し上げた

憲法問題についても、立場がありますけど

も、市民へ働きかけて、考える材料を与え

ていくかを含めて、一度その問題について

研究していただきたいことはお願いした

いと思います。 

 消防力の問題については、これから人口

減少も想定されますし、一方では、いろん

な災害想定もあります。市民の生命、財産

を守るという課題、このバランスの中で、

それなりの数が必要になってくると思い

ます。いろいろ研究なさって、職員増につ

いても進めることができるように頑張っ

ていただきたいことをお願いして、質問を

終わります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 次に、松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、引き続きまし

て、質問と一部は要望をさせていただきま

す。 

 なお、これまで多くの委員より質疑がな

されておりますので、その部分はできる限

り省略をして、焦点を絞って質問をさせて

いただきます。 

 それでは、１番目、広告掲載業務委託料

についてです。 

 令和４年度につきましては、ネット広告

を出されるというところで、理解をいたし

ました 

 その中で、令和３年度はデジタルサイネ

ージ、そして、令和２年度は電車の中吊り

広告でした。そして、令和４年度はネット

広告ということで、次々と新たな取り組み

をされております。 

 令和４年度、その取り組みも踏まえて、

どういう方向性というか、焦点を絞ってい

るのか、そこをお聞かせいただければと思

います。 

 続きまして、こちらも多々議論、質疑が

されております職員の能力開発事業のと

ころです。 

 これは代表質問で我が会派でも、人材育

成は非常に重要であるということで提言

をしております。その中で一つ焦点を絞り

ますと、キャリアデザインを人材育成制度

でしっかりと取り込んでいきたいという

ことをこれまでの質疑でおっしゃられた

と思うんですけども、それを具体的にどの

ように考えているのか、その点をお聞かせ
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いただきたいと思います。 

 続きまして、３番目、シティプロモーシ

ョン推進事業のところです。これも多々質

疑がございました。それで、これについて

は包括的にお聞きしたいと思っておりま

す。 

 本市のキャッチフレーズは、「ちっちゃ

な摂津のでっかな野望」ということで戦略

をつくられ、そして、人材育成も行ってい

くということです。そして、魅力的な事業

をつくれる人材をつくっていき、情報発信

もするということです。総合的に取り組ん

でいくということを認識しておりますけ

ども、令和４年度、そのところを踏まえて、

総合的な考え方についてお聞かせいただ

ければと思います。 

 続きまして、４番目、人権女性政策課で

す。 

 これについても多々議論がございまし

た。その中で１点、家庭児童相談課との連

携についてというところです。 

 ＮＨＫでも、児童虐待に関する放送がさ

れている中で、会議の様子も映っておりま

した。庁内で横断的な連携を取ることがで

きるのは、人権女性政策課の大きな役割で、

組織の位置づけとして可能であろうとい

うことで、そういう議論をしっかりとして

まいりました。その点、人権女性政策課と

して児童虐待防止を踏まえた家庭児童相

談課との連携について、いろいろな取り組

みについてお聞かせいただければと思い

ます。 

 続きまして、５番目、これは平和施策推

進事業で、これはもう要望といたします。 

 先ほどの議論の中でも、憲法を守り、そ

して今後、いろいろと市民との議論も交わ

していただきたいという要望がございま

した。これについても私もぜひ進めていた

だければと思います。 

 やはり憲法というものは、国民を守ると

言いますか、権力から守るということがそ

もそもの発意で、歴史的な経緯からもあり

ます。 

 当然ながら、憲法を守り、そして、また

憲法をよりよくしていくということは、国

民の権利でございます。 

 憲法を守ること、そしてまた、憲法をよ

りよくしていく議論、改憲に向けたそうい

う議論、これもまた国民の権利であり、憲

法に認められているところでございます。 

 そして、その答えについては、何ら矛盾

することはございません。そういった意味

を踏まえて、先ほどのジェンダー平等に関

しても、本当に今の憲法が合っているのか、

それともよりよくしていくのかとか、様々

な議論、そういったところもぜひ憲法を知

っていただくという点で、その視点でもぜ

ひよりよい憲法議論、そういうのも検討し

ていただければと思います。これは要望と

させていただきます。 

 続きまして、６番目、鳥飼グランドデザ

インです。 

 これについても質疑もございますし、ま

た後日に協議会もあるということですの

で、こちらについては要望とさせていただ

きます。 

 今回、事業者との連携ということを訴え

ております。おっしゃるようにまさに鳥飼

地域は企業のまちでもございます。その中

で、やはり鳥飼地域の企業がいかに事業を

しやすくできるか、鳥飼地域にとっては魅

力であろうかと思います。 

 そこで、鳥飼銘木団地の組合、あるいは

鉄工会とか、あるいは大企業とか、それら

の一つ一つのニーズというのをどのよう

にくみ上げていくのかというのも、ぜひ検
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討していただきたいと思います。 

 商工会ともいろいろ話をした中で、全て

をまとめるのはなかなか難しいという中

で、それぞれ地域性あるいは職種の特異性

も踏まえて、ニーズをくみ取って、よりよ

いまちへ協議、検討することを要望いたし

ます。これは要望とさせていただきます。 

 続きまして７番目、河川防災ステーショ

ンにつきまして、これも多々議論がござい

ましたので、要望とさせていただきます。 

 まず、平時の河川防災ステーションにつ

いて、これまでも代表質問でも、あるいは

会派としてもずっと言ってまいりました

が、平時としては鳥飼まちづくりのにぎわ

いの拠点として、有事においては、まさに

広域避難での一時避難拠点、あるいは消防

の救助の拠点とか、そういった考え方をし

っかりとまとめて、整理をされた上で、ど

れぐらいの広さが必要なんだとか、そうい

ったより具体的なことになっていこうか

と思います。そこのところをしっかりと取

り組んでいただくようにしていただけれ

ばと思います。これは要望とさせていただ

きます。 

 続きまして、８番目、参議院議員選挙で

すけども、これも質疑がございました。今

年は７月に参議院議員選挙がございます。

選挙というのは、国民の最も重要な権利だ

と思っておりますので、選挙が円滑に行え

るように、適切に対応されるよう、これは

要望とさせていただきます。 

 続きまして、９番目、こちら消防本部の

ところです。これも多々質疑がございまし

たので、要望とさせていただきます。 

 こちらはもう会派としてもずっと言わ

せていただいています。やはり消防として

も広域化、あるいは今後、消防として市民

サービスを維持しつつ、あるいは向上しつ

つ、この少子・高齢化社会を乗り越えてい

くかということは、常日頃考えていただき

たいと思っています。 

 その中で広域連携における共同の指令

センター等々についての取り組みは評価

するところです。しかしながら、やはり今、

とどまっているわけではなく、既に改革を

進めていく必要があるというところを認

識しております。ぜひ、それぞれの諸所の

ところで取り組まれるように、要望とさせ

ていただきます。 

 質問は以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、１番目、２番

目のご質問に答弁をさせていただきます。 

 まず初めに、広告の関係のお問いでござ

いました。考え方をということでございま

すが、ご質問の中にもございましたとおり、

これまで車内広告ですとか、デジタルサイ

ネージでの広告を行ってまいりました。 

 その取り組みを行う前には、合同の就職

説明会へ参加をしてきたりということで、

さまざまに取り組みは行ってきておりま

す。車内広告をするに当たっては、やはり

学生だけでなく、社会人の方も含めて、広

い人材に訴求ができます。 

 また、デジタルサイネージについては、

車内広告よりも多くの人に見てもらえる

可能性ということを探りながら、実施をさ

せていただいております。 

 次年度、ウエブ広告というのは、やはり

地域であるとか、年齢を絞ったと言います

か、そのターゲット層を絞った広告の出し

方ができるということ、それから、コロナ

による行動制限ということで、機会損失が

少ない手法として取り組みたいと考えて

いるところでございます。 

 また、ウエブ広告からクリックをいたし
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ますと、直接ホームページの採用のページ

に飛ぶということもございますので、直接

的に採用試験の応募につながる可能性と

いうことも考えております。効果、効率の

面から、このような手法が現在考えられる

中では、妥当ではないかと認識をいたして

おります。 

 今後も、広告の手法については、必ず効

果検証を行いまして、また、時代とともに

さまざま手段が変わっていく、あるいはト

レンドが変わっていく、そういったことも

ございますので、しっかりと情報収集を行

い、その都度検討していきたいと考えてい

るところでございます。 

 それから、２番目のご質問で、キャリア

デザインの問いでございました。 

 行政職として、一般的なキャリアとして

は、やはり複数回の人事異動等によって、

知見を広め、それから経験を積み重ねて、

視野の広い職員となっていくと、そういう

ようなキャリアが考えられるわけでござ

います。一方で、行政の分野には高い専門

性が必要になる部門というのもございま

す。専門的に当該分野の経験を積み重ね、

知見を深めていく、いわゆるスペシャリス

トとしてのキャリアということも十分に

考えられますので、一定のキャリアパスを

示すと、そういったことで職員自身が自分

のキャリアについて考え、そして能動的な

行動をとっていく、そういったことも考え

られると思っております。 

 入庁後、一定期間は、人事異動等によっ

て様々な部門を経験する必要があります

けれども、その上で、職員の意向、適性、

これらを踏まえてスペシャリストとして

の配置を行うこと、このことについて検討

していきたいと考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 大橋市長公室長。 

○大橋市長公室長 三つ目のシティプロ

モーションについてのご質問にお答えさ

せていただきます。 

 現在のシティプロモーション戦略につ

きましては、２０２０年から２０２５年を

想定しておりまして、その中でシティプロ

モーションの推進のための方策というの

を定めております。 

 その方策に基づいて各年度実施をして

いくように考えておりまして、細かくなっ

てしまうんですけど、紹介させていただき

ますと、一つ目が魅力のＰＲのためのホー

ムページ作成というものがございまして、

この部分では新たなＹｏｕＴｕｂｅとい

うものを検討しております。 

 二つ目が、ＳＮＳの活用なんですけど、

これもこれまで議論もありましたインス

タ、インスタの中でも市民参画という考え

方の下にフォトコンテストということを

考えているところでございます。 

 三つ目が、ＰＲ媒体の作成なんですけど

も、これにつきましては、大阪成蹊大学と

のコラボによって、魅力ある媒体と、魅力

の発信につながる媒体というものを検討

していきます。 

 四つ目が、団体、大学との連携ですけど

も、これも先ほどからありますように、大

阪成蹊大学との連携の部分であったり、こ

れも先ほどあったんですが、インスタグラ

ムの中で企業との連携というものを少し

検討していきたいと考えております。 

 五つ目が、広く情報発信をするという考

え方なんですけど、これも今年度で３回目

になるかと思うんです。ＳＤＧｓ号につい

て、阪急電車の広告ポスター、これは阪急

電鉄の考え方もございますけれども、引き
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続き検討していきたいと思っております。 

 最後が、イベントの磨き上げというもの

があるんですけど、六つ目ですが、これに

ついては鳥飼銘木イベントということで、

昨年実施できておりませんので、これにつ

いて取り組んでいきたいと考えています。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、松本委員の４点目の質問に答弁させて

いただきます。 

 家庭児童相談課との連携についてのご

質問であったかと思います。 

 家庭児童相談課が行っている毎月の新

規受理会議でありますとか、全件棚卸の進

行管理会議に、人権女性政策課としまして

も、要保護児童対策地域協議会の構成メン

バーとして現在参加をさせていただいて

いるところです。 

 また、ＤＶと児童虐待に関しましては、

対のものと言いますか、同時に起こってい

るケースも多々ありますので、そこのとこ

ろの連携は必要であるというように認識

しておりまして、虐待ネットワークシステ

ムにも入力をし、随時情報を共有している

ところではあります。 

 また、相談ケースに関しましては、一人

で抱え込まないように、必要であればケー

ス検討会議を人権女性政策課としても家

庭児童相談課に要請を行っているところ

です。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。 

 それでは、引き続きまして、質問、また

は要望とさせていただきます。 

 まず、１番目、広告掲載業務委託料につ

いてというところで、今回はネット広告と

いうことでいろいろと成果をしっかり把

握をして、手法については考えていきたい

というところで認識をいたしました。 

 この広告掲載業務については、毎年いろ

いろと違うことに取り組まれていて、ある

意味すごく感心をしております。本当に一

番効果の高いもの、それをしっかりと検証

されて、それを令和５年度以降に、あるい

は二つを駆使するのかとか、様々な組み合

わせの中で、目標は少しでも多く募集をし

ていただけるように、そこに向かってしっ

かりとやっていただければと思います。 

 まさに今、人材獲得競争という中で、少

子・高齢化の中で、非常にそのところもや

っぱり求められているところは、私も強く

認識をしております。 

 これについては要望とさせていただき

ます。 

 次に、能力開発事業のところですけども、

これも先ほどの話とつながってまいりま

す。そしてまた、これまでの質疑の中でも、

今回、令和４年度は職員数等もふやしてい

くというところです。やはりこれは代表質

問等でも常日頃言っておりますけども、や

っぱり地域力、あるいは核家族化というと

ころで、どんどんそういったものが低下を

していく中で、やはりその部分、必ず補わ

なければならないということで、公的な役

割がふえていく、それは一つの時代の流れ

というところは認識をしております。 

 その時代の流れに対して、どうすべきか

と、その対応力が今、市に求められており

ます。まさにその一つが今回、人員をふや

した、まさに家庭児童相談課、いわゆる児

童虐待の部署というところも強く認識を

するところでございます。 

 その中で、人員をふやすという、そのた

めの人材獲得競争に打ち勝つための取り
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組みをしていくということも必要ですし、

デジタル化によって一部のところを省力

化して、別のところに人材を組み合わせて、

そこに人材を割り当てていくという総合

的な取り組み、そして合わせてキャリアパ

スと言われているように、人材育成をいか

にしてしっかりと育てていくかというこ

とも非常に重要になってこようかと思い

ます。 

 人事というところは、ある意味市役所の

価値向上のプロデュースをするところに

なろうと思いますので、その役割をしっか

りと果たしていただきたいと思います。そ

れを踏まえた人材育成計画をつくられて

いるところで、この点は後日に総務建設常

任委員協議会があるということで、そちら

でしっかりとまた指摘をさせていただけ

ればと思います。 

 これは以上です。 

 続きまして、３番目のシティプロモーシ

ョン推進のところで、令和４年度の取り組

み、もろもろ各種施策をラインアップにし

て取り組んでいくというところで理解を

いたしました。 

 これはやはり職員の意識というところ

も非常に大きくなってこようと思います。

我々議員というのは、全員が自分たちでプ

ロモーションもしないといけないという

ところですけども、やはり市職員も市を自

らがセルフプロモーションしていくんだ

というような、そういう意識をしっかりと

醸成をしていくというところが必要と思

います。一人一人が摂津市の顔なんだと、

一人一人のそれぞれの事業が摂津市の魅

力化につながっていくんだというところ

を、そういった認識をしていただける、そ

ういった人材育成をしっかりと、このシテ

ィプロモーション推進の中で進めていた

だければと思います。 

 また、見える化については、インスタと

か、そういったところでつながりのまち摂

津がどういうものだということをしっか

りと見える化することもできるかと思い

ますので、そこのところもよろしくお願い

いたします。 

 それと、ふるさと納税制度について、地

場産業の育成ということで、商工会、産業

振興課との連携と、そしてまた、摂津優品

（せっつすぐれもん）の活用というのもぜ

ひ取り組んでいただければと思います。こ

れも要望とさせていただきます。 

 続きまして、最後の人権女性政策課の家

庭児童相談課との連携というところです。

児童虐待というのはＤＶとほぼ変わりな

いようなものであるというところで、しっ

かりと取り組んでいきたいというところ

を理解いたしました。 

 今回、コロナ禍の中で、一番困っている

貧困層というか、あるいはひとり親家庭と

いうところにそういう経済的な影響、余波

というのがすごく来ているんだというと

ころは、私も相談等を受けております。理

解をしております。 

 ひとり親家庭、あるいはそれぞれの困っ

ている方々、これは多くの質疑にもござい

ましたけども、コロナ禍で孤立化を防ぐ取

り組みについて、人権女性政策課として横

断的な体制でやっていくというところで、

一つ大きな役割があろうかと思いますけ

ども、その点、どうお考えか、最後にお聞

かせいただければと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、ひとり親家庭をはじめとした孤立化に

対しての人権女性政策課の考え方につい
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てのご答弁を申し上げます。 

 確かにおっしゃっておられるように、コ

ロナ禍において、なかなか相談事業に正直

つながってこない方というのが逆にふえ

ているのが現状であります。 

 ひとり親家庭の方が、なぜ困っているか

と言いますと、やはりコロナ禍の点では、

女性が調整弁になっていて、就労ができな

くなったりとか、また、ひとり親家庭では

なくても、在宅勤務にご主人がなられたこ

とから、なかなかカウンセリングにも今ま

で来られた方が来られなくなったりとい

うことも実情としてあります。 

 そこに関しましては、どのように対策を

していくかと言いますと、人権女性政策課

としては、孤立化を防ぐために、地域でど

のようにつながっていくのか、そこをキャ

ッチするのかというところなんですが。 

○三好義治委員長 答弁の途中ですが、暫

時休憩します。 

（午後２時   休憩） 

（午後２時１分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 大橋市長公室長。 

○大橋市長公室長 組織横断的な対応と

いうことでのご質問だと思います。かねて

より虐待やいじめとか、そういう貧困の問

題も含めてですけど、さまざまな市民の情

報をしっかり組織としてつかんでいって、

組織として対応していくということは非

常に重要なことで、十分でない部分がある

のも確かだと思っております。 

 現在、虐待防止等ネットワーク会議とい

う会議もございますし、これももう少しし

っかりとした情報共有の会議体にしない

といけないという思いも持っております

ので、そういった会議も使いながら、それ

と共有シートという話もさせていただい

ていると思いますので、その中での活用を

しながら、しっかり組織横断的に、市とし

て、全体として対応できるように取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。

昨年ですか、政府でも孤独担当大臣ができ

たりとか、孤独をどう防ぐかというところ

が、やはり自殺の防止だったりとか、やは

り孤独そのものが心身ともに悪影響を与

えるということも科学的に分かっている

中で、また地域とのつながりを大事にして

いく中で、その役割が公的機関にどうして

もなってしまうというところが事実でご

ざいます。 

 当然我々としても、自治会の組織であっ

たりとか、そういうつながりをいかに維持

する、あるいは子ども食堂だったりとか、

そういうつながりをふやしていこうかと

いう、そういう取り組みもしっかりと考え

ていって、市と、そしてまた民生児童委員

とか、様々なネットワークとしっかりつな

げて、あるいは育ててやっていくというと

ころが必要になってこようかと思います。

ぜひ、そこは全庁的にうまいことつなげて

いけるようにすることが、人権女性政策課

の役割だとは思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

○三好義治委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後２時 ３分 休憩） 

（午後２時１１分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 議案第５号の審査を行います。 

 本件について補足説明を省略し、質疑に
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入ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 １件だけです。 

 特別会計１０ページ、財産収入の点で、

前年度と本年度の比較で、１９２万円減額

になっておりますが、その理由についてお

教えください。 

 以上です。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、塚本委員

からのご質問にお答えいたします。 

 こちらにつきましては、味舌上財産区財

産貸付収入に係るものでございまして、歳

入予算を１９２万円減額しておるわけで

ございますが、こちらはイズミヤ株式会社

に土地貸付収入としてお貸ししている分

でございます。主に土日、祝日の従業員駐

車場として貸し付けされているものでご

ざいます。この分が令和３年の１０月に、

イズミヤの不動産部門を担っておられる

株式会社エイチ・ツー・オー商業開発から、

このコロナ禍による勤務形態等の見直し

の影響といったことも理由といたしまし

て、令和４年の３月３１日付で契約解約の

申し入れがあったことによる減となって

おるものでございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。理

解いたしました。 

 今後また続くようであれば、有効活用を

要望いたします。 

 以上です。 

○三好義治委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後２時１２分 休憩） 

（午後２時１３分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 議案第１８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 質疑なしと認め、質疑

を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時１４分 休憩） 

（午後２時１５分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 議案第１９号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 質疑なしと認め、質疑

を終わります。 

 次に、議案第２０号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 この条例の中で、任命権者

が当該職員に対して説明をしなければな

らないと、またその他、必要な措置を講じ

なければならないとありますが、この場合

の任命権者について、ご説明をお願いいた

します。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、ご質問に答弁

をさせていただきます。 

 条例の条文において、任命権者と定めて

おりますのが、市長部局であれば市長で、

教育委員会であれば教育委員会というこ

とで、行政機関の中にさまざま任命権者が

おります。各任命権者の命を受けて、実際

には職員が説明するということになって

こようと思いますが、条文においては、そ
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の責任において任命権者という書き方を

していると、そういうことでご理解いただ

ければと思います。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 理解いたしました。 

 実務においては、人事課が発令すると思

うんですが、その点に関しては、説明する

のは人事課と捉えてよろしいんでしょう

か。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、ご答弁

させていただきます。 

 主に休暇・休業の制度で説明を要するも

のについては、人事課が主となって行うこ

ととなりますが、今回については妊娠・出

産に関係する休暇・休業ということで、各

課の協力、理解ということがどうしても必

要になってまいります。人事課が主となっ

て各所属の所属長なり、そこで説明をする

キーパーソンとなる職員等、この辺りとの

連携をしっかりと行いながら、当該職員に

説明をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。理

解いたしました。 

 以上です。 

○三好義治委員長 ほかありませんか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、この第２３条

のところで、職員または配偶者が妊娠し、

または出産したこと、それに準ずる審査を

申し出たときということでありまして、そ

のときにはこういった制度を説明すると

ともに、育児の承認の請求に係る当該意向

を確認するための面談、そして措置を講じ

ていくという話だと思います。一つお聞き

したいのは、申し出て、その制度について

話をして、男性職員の場合は、申し出て、

説明して、面談をして、でも取らないとい

った男性職員に対して、どういったことを

行っておられるのかお聞きしたいと思い

ます。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、答弁を

させていただきます。 

 この条文については、今回、法の改正が

ございまして、義務化をされたことから、

今回、条文に盛り込んでいるという内容で

ございまして、実際には現状においてもこ

ういった面談等は、所属、それから人事課

と連携を取りながらやっている状況には

ございます。 

 男性の育児休業で、説明を受けて取らな

いといった例は、人事課では現状として把

握していないんですが、もし仮に今後その

ような事例が出た際に、取らない判断をし

た理由、それが妥当なものなのか、個人的

な理由なのか、はたまた職場の環境による

ものなのか、その辺りは、もし申し出があ

って、取らないという判断をされた際には、

確認をきっちりしていきたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ぜひ、長期、短期さまざ

まあると思うんですが、取る方にとっても、

取らない方にとっても自分の今の立場、お

仕事、状況、いろんな事情があって判断を

されると思います。やっぱり必要性という

ことをもっと理解をしていただくように、

ぜひ話をしていただきたいと思います。 

 それがやっぱり将来のご自身にとって

のいい体験、また家庭、子どもの環境、そ

ういったことを知る、すごいいい時期だと



- 44 - 

 

いうことを積極的に勧めていただいて、短

期でもとにかく一緒に子育てをやるよう

にというような推進をぜひやっていただ

きたいというのが要望です。 

 かつて議会でも言ったことがあるかも

しれないんですけど、男性の育児休暇の取

得が全く進まないというときに、出産が分

かった男性は、厚生労働大臣室に呼んで、

必ず取るようにという訓示的なことをす

るまでやったということがあるそうです。 

 今、徐々にそういったことも本当に理解

が進んで、そういうことをしようという男

性もふえてきて、とてもいい傾向だと思う

んです。でもやっぱり取れないという方の

事情はよくよく聞いていただいて、ぜひ協

力してやっていきなさいというふうに、進

めていただきたいと思います。 

 もう１点は、これは妊娠または出産とい

う言葉が載っているんですけども、途中で

やっぱり子どもが堕胎してしまうという

ようなことがあります。そういったときに

は、この制度がどのように適用されるのか

ということについてお聞きしたいと思い

ます。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、ご質問にお答

弁させていただきます。 

 今のご質問にあったようなケースとい

うのも、実際にはございますが、そのとき

の妊娠の週数によって産後休暇というよ

うな制度を取得する仕組みになってござ

います。 

 当該職員の精神的な面も含めて、人事課

の看護師でフォローアップをするという

ことを、現状も行っておりますので、これ

は継続的に実施をしていきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。

ぜひ庁内には保健師、出産育児課の保健師

もいらっしゃいますので、男性の面談では

なかなか理解が進まなければ、保健師にも

ついていただいて、いかに必要かというこ

とを語っていただくなり、庁内での育児パ

パ教室みたいなことをやっていただいて

も結構ですので、また将来の若い人にも分

かってもらうこともぜひ何かやっていた

だけたらと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 以上です。 

○三好義治委員長 ほかによろしいです

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後２時２３分 休憩） 

（午後２時２４分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 議案第２２号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 質疑なしと認め、質疑

を終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時２５分 休憩） 

（午後２時２６分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 議案第２５号の審査を行います。 

 本件について補足説明を求めます。 

 明原消防長。 

○明原消防長 議案第２５号、摂津市消防

団条例の一部を改正する条例制定の件に

つきまして、提案内容の補足説明をさせて
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いただきます。 

 地域防災の中核的役割として欠くこと

のできない消防団員でありますが、全国的

に見ますと、２年連続で年間１万人以上減

少しているという危機的な状況にござい

ます。 

 本市におきましては、地域の皆様のご努

力もあり、一定の団員数を確保できている

状況でありましたが、近年は若干の減少傾

向に転じてまいりました。 

 総務省消防庁からは、この全国的な危機

的状況に対し、講ずべき対策として消防団

員の処遇改善及び消防団員のさらなる確

保に向けての積極的な取り組みについて、

通知がなされているところでありまして、

本市におきましては、昨年消防団員の年額

報酬を地方交付税に算入される標準額に

引き上げるなど、処遇改善について本条例

の一部改正を行っていただいたところで

あります。 

 令和３年１０月には、さらに国から出動

報酬の創設と、その標準額及び地方財政措

置等について示されましたことから、今回、

出動報酬として新たに規定いたすなど、所

定の改正に取り組むものでございます。 

 それでは、内容につきまして議案参考資

料条例関係の新旧対照表に沿ってご説明

を申し上げます。 

 議案参考資料２１ページをお開きくだ

さい。 

 改正後の条例第１２条は、報酬の種類に

ついて、新たに規定いたすもので、消防団

員に支給する報酬の種類は、災害等への即

応体制を取るために必要な作業や、消防団

員としての身分を持つことに伴う日常的

な活動に対する基本給的な性格を持つ年

額報酬と、出動に応じた成果給的な報酬と

しての出動報酬の２種類として規定いた

すものでございます。 

 改正後の条例第１３条は、現行条例第１

２条の見出しを年額報酬に改め、年額報酬

の定義と支給要件を明確にするとともに、

同条第５項として、支給対象期間内におい

て、勤務実績のない消防団員には年額報酬

を支給しないことなどを新たに規定いた

すものでございます。 

 改正後の条例第１４条は、出動報酬を規

定するもので、２３ページの現行条例第１

３条で、例えば災害出動でありますと、費

用弁償として、１回当たり３，０００円と

規定いたしておりますものを、出動報酬と

して、一日当たり８，０００円とするなど、

国が示す標準額どおりの支給単位及び金

額に改正し、規定いたすものでございます。 

 ２３ページ。改正後の条例第１５条は、

現行条例第１３条の出動に係る費用弁償

を廃止するものの、公務の旅行に関しては

費用弁償として旅費を支給する旨を規定

致すものでございます。 

 改正後の条例第１６条は、この条例の施

行に関し、必要な事項は規則に委任するこ

とを規定いたしております。 

 以上、議案第２５号、摂津市消防団条例

の一部を改正する条例の制定につきまし

ての補足説明とさせていただきます。 

○三好義治委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 消防団員が年々減少し

ているということでありました。これは今

後、少子高齢化に伴っていきますと、そう

いったこともどんどんと加速されていく

のかもしれません。 

 ですけど、一方で女性の消防団員という

のがこれからどのように活躍できるかっ

ていうのも一つは大事だと思っておりま
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す。 

 その中で、一つお聞きをしたいと思いま

すが、今回、改定された１回３，０００円

を一日８，０００円という見直しをされま

した。 

 今まででしたら、例えば午前中、何か出

動があって、午後、夕方ぐらいにまた出動

があったら２回という計算をされていた

のか、そのことを教えていただきたいと思

います。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、お答えい

たします。 

 現行では、１回３，０００円となってお

りまして、一日、２４時間の間に２回出動

しましたら６，０００円となります。今回

改正をお願いしている出動ですけれども、

一日８，０００円となります。回数ではな

く、一日何回出動しても８，０００円とい

うことになります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 分かりました。 

 今後は、一日でカウントすることになる

と思うんですけれども、例えば、誤作動な

んかで出動するようなこともあります。火

災も地震もあります。そういった場合も一

日の出動で８，０００円と捉えたらいいん

でしょうか。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 出動の種別につい

ての判断でございますけれども、出動の種

別につきましては、一例を申し上げますと、

火災出動で分団が出動いただいた場合、例

えば鍋の空だきとか、雑草火災、すぐに消

えたもの、あるいは自然鎮火したものなど、

火災に至らなかった場合、消防隊の出動種

別としましては、警戒出動を適用されるこ

ととなっております。 

 その種別が消防団の出動種別に適用さ

れることになります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 分かりました。 

 そうしましたら、今度５市での運用とな

っていきますけども、近隣もこういった制

度は同じような報酬の考え方なのか、お聞

きをしたいと思います。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 直近で近隣へ調査

をかけましたところ、一日８，０００円と

されているところが島本町、それと豊中市

でございます。池田市が１回４，０００円、

それで４時間までが４，８００円、８時間

までで８，０００円、１２時間までが１万

２，０００円となっています。 

 吹田市、豊中市、高槻市、茨木市につき

ましては、時間により変動いたしまして、

４時間までが４，０００円、４時間以上が

８，０００円いうところでございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 分かりました。 

 人材を確保しなきゃいけないという一

つの課題と、どういった報酬をするかとい

うのは、その地域性もありますし、特に、

摂津市は小さいまちで、平坦なまちという

ことを考えますと、一日で８，０００円と

いうのが正しいのかどうかっていうとこ

ろは、どうなのかと思いました。 

 これは意見として申し上げておきたい

と思います。 

 もう一つは、今の消防団員の平均的な年

齢というのは、分からないかもしれません

けれども、もし分かるようでしたら教えて

ください 

 あと、分団長がいると思いますが、その
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方の今の平均年齢をお聞きできればと思

います。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 分団長の平均年齢

といたしましては、令和４年３月１日現在

で、平均年齢は５０歳となっております。

最年長が６６歳、最年少が３６歳となって

おります。 

 新年度４月１日の予定ですけれども、平

均年齢は５１歳、最年長が６６歳、最年少

が４０歳となる見込みでございます。 

 地域の事情によりますが、おおむね２年

に１回ぐらいの交代、異動がありまして、

年によっては分団長の平均年齢も変動し

てまいります。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 分かりました。 

 年齢をお聞きしますと、現役世代の方が

まだまだ多いと思います。そんな中でのや

りくりでこういった訓練であったり、任務

であったり、遂行していただく方への報酬

ということで、理解いたしましたので、今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、１件お聞きした

いんですけども、今回ご説明いただいたよ

うに、消防団、団員の数が全国的にも減少

傾向にあるということです。摂津市も頑張

っているけども、少し減ってきているとい

うような状況で、今後、地域の消防力確保

という点では、消防団員の処遇改善、待遇

改善と非常に重要なことだと思います。今

回の改正はそういう点では、消防団員にと

ってみると、報酬増になるものだと思うん

ですけれども、具体的にこの改正で、どの

ぐらいの報酬が上がるのか試算はあるん

でしょうか。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 令和３年度では、費

用弁償といたしまして６８６万８，０００

円でございました。それで、出動報酬に係

ります値上げを追加いたしますと、１，４

５９万８，０００円となる予定でございま

す。今回の令和４年度の出動報酬は１，４

５９万８，０００円を計上させていただい

ております。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 この１，４００万円というのは、令和３

年度の出動回数で換算した数字というこ

とで理解してよろしいでしょうか。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 令和３年度を基に

して積算しております。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 そうしますと、かなりの増

額になるかと思います。一方で、勤務実績

のない消防団員に対しては、年額報酬支給

されないということも盛り込まれており

ます。事前にお聞きしているところにより

ますと、摂津市の団員にそういった勤務実

績のない方は、いらっしゃらないとお伺い

しております。 

 いろいろお仕事の関係で、どうしても出

動、参加できないような方がいらっしゃい

ますが、いらっしゃる場合についても、一

定期間のお休みの期間を設けられるとい

う条例改正を以前にされているかと思い

ます。 

 いずれにしても、地域の安全を守るとい

う非常に大事な役割を果たしていただい

ている消防団員は、専従ではなくて、ほか

のお仕事を同時に持ちながらやっておら

れるということで、報酬増が新たな人をふ

やすきっかけにというよりは、今頑張って

いただいている方のモチベーションを上
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げていただくと、それから、そのお仕事の

責任や役割の重さに応じた報酬に変えて

いくという点で言えば、大きな前進だと思

います。その点は評価できるものとして、

意見として述べておきたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松本副委員長。 

○松本暁彦委員 それでは１点、既に質疑

もありましたので、意義的なとこをお聞か

せいただきたいと思います。 

 今回は、一日につき８，０００円にする

ということで、他市の事例のところも把握

をされた上で、このような改定に至ったと

いうところです。 

 実際に出動された方とか、当然、その時

間だけじゃなくて、その前後も拘束される

わけでございます。夜中であれば当然睡眠

時間等で翌日の仕事にも影響が出る、ある

いは、冬の寒い日であれば終わった後に家

に帰って風呂に入って体を温めないとい

けないという話もお聞きをしております。 

 その中で、これが必要だろうと認識され

た、あるいは他市と比較して、これがベス

トであろうというところ、その意義につい

て教えていただきたいと思います。 

○三好義治委員長 明原消防長。 

○明原消防長 ご質問の消防団員の報酬、

他市との比較も含めて、本市が定めてきた

意義ということについてお答えさせてい

ただきたいと思います。 

 まず、今回は、消防団の出動に係る報酬

を検討した際、これはまず地方自治法上の

報酬ということですので、純粋に勤務に対

する反対給付としての性格という観点か

ら考えさせていただきました。 

 消防団の役割というものにつきまして

は、多岐にわたりまして、その活動頻度は

地域の実情によって他市との差は大きい

と思います。やはり核となります、火災を

中心とした消防業務の内容については、市

町村が離れましても大きく異なるもので

はなく、今、ご意見もありましたように、

その業務については危険が伴って、非常に

重要な任務であると考えております。 

 そのため、勤務の反対給付である報酬も、

どの市町村においても勤務量に応じた一

定水準の額が支払われて当然やというと

こが考え方のベースだと思っております。 

 報酬につきましては、地方自治法上の規

定によりまして、市町村の条例事項であり

ますことから、国が義務化することはでき

ないんですけども、やはり国としては、国

が出動報酬の基準となる額を示して、その

考え方を示すと同時に、地方自治体に対し

て、そう示すことが非常に大事であるとい

うことの認識の下、今回、総務省消防庁か

らお示しがされてきました。 

 本市といたしましては、今ご指摘もあり

ました近隣との差というのは十分に認識

しておるところでございます。今回、国か

らその考え方と、具体的な標準額、及び地

方財政措置までも示されたことを、しっか

りと受け止めて、まずは消防団本部、団長、

副団長の会議、そして、我々の庁内協議で、

人事課、財政課、総務課、その辺りと十分

に検討、協議を重ねた結果でお示しの標準

額どおりということで提案をさせていた

だきました。 

○三好義治委員長 松本副委員長。 

○松本暁彦委員 分かりました。 

意義については、理解をいたしました。 

 以上です。 

○三好義治委員長 委員長として、一言申

し上げますが、今までは、各近隣市と調整

した上とか、近隣市を参考にしながらとい

うことをこれまで大前提として、調整して
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きたと思います。 

 先ほど、福住委員の質問に対する答弁で

は、その３市に至っては、半日４，０００

円、２４時間８，０００円というようなこ

とを言われていたんで、今までの答弁内容

と少し変わっているんやけど、その辺はど

のような調整をされたのか。 

 それから、もう一つは、これまでの議論

で人事戦略として、評価制度とか、公平性

とかいろんな議論をされてきたわけなん

やけど、その中で、１時間出動してでも８，

０００円、２４時間出動しても８，０００

円というような議論がなされてきたと思

います。 

 だから、意見としてそういう考えを持っ

ているということを、十分承知していただ

きたいと思います。 

 今、逆行しているんではないかと私は個

人的思っているんで、ほか委員の皆さん、

質問なければこれで終わりたいと思いま

すけど、今、私が言うたことに対して、も

し皆さん方、何かあればご質問を受けます

けど。 

○三好義治委員長 野口委員。 

○野口博委員 少し細かくなりますけど

も、一日の概念が、例えば夜中のゼロ時か

ら２４時間なのか、昼の１０時から翌日の

１０時までなのかによって、例えば、夕方

出動しまして帰ってきました。火事があっ

てその部隊がまた次の日に出動しました。

日が違うけども２回出動になります。こう

いう場合どうなのか。 

 午後１０時ぐらいに出動して、日をまた

がって次の日に入ることもありましたり、

いろんなケースがありますが、一日の概念

について聞かせていただきたいなと思い

ます。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 一日の概念ですけ

ども、暦日で切っております。暦日の１２

時、夜中の１２時ですけども、そこが基準

となります。 

 例えば、夕方６時に出動しました。１２

時までに終わって引き上げました。という

場合は８，０００円となります。 

 １２時をまたいで、二日間にわたる場合

ですけども、その場合は８，０００円にま

た８，０００円追加ということになります

ので、１万６，０００円となります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 ほかにございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 次に、議案第２６号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 議案第２６号に関してで

すが、公務災害に絡む条例改正ということ

で、消防団員の方々は命がけで出動される

大変なお仕事だと思っております。 

 過去５年間で結構ですので、この公務災

害に当たった事例というものを分かる範

囲でお教えください。よろしくお願いいた

します。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 過去５年間の公務

災害発生状況ということでございます。 

 消防団員の公務災害の発生ですけれど

も、過去５年、平成２９年以降でございま

すが、５件発生しております。内訳につき

ましては、訓練中の負傷が２件、火災の際

の転倒が２件、災害現場でのホースを移動

させようとした際に、足を痛めたというも
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のが１件でございます。 

 けがの程度といたしましては、いずれも

軽症で、入院までには至っておりません。

通院で治癒に至っております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 危険を伴う作業がどうしても発生する

というところと、民間においてもある一定

以上の事業者においてはヒヤリハットで

あったりとか、危険予知といったところの

研修、一応労災扱いになるので、義務づけ

られているところなんです。現在、消防団

員に関しては、そういったヒヤリハットや

の研修というのは、どのようにされている

のかというのをお聞きしたいです。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 消防団員の研修に

つきましては、これまでにＳ－ＫＹＴ研修

など、危険予知の訓練や、消防車両の緊急

執行時の安全管理をテーマに交通安全講

習を実施してまいりました。 

 今後におきましても、公務災害防止のた

めの研修といたしまして、安全管理セミナ

ー、危険予知訓練、健康づくりセミナーな

どを考えております。 

 消防団員等公務災害補償等共済基金か

らの費用の助成もございますので、消防団

の幹部の皆様と、協議し公務災害の防止の

ために研修を実施してまいりたいと考え

ております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 いつ何時起こるかも分からない上で、特

に危険予知の部分においては、かなり重要

なウエートを占めると思いますんで、また、

十分な研修をしていただいた上で、団員の

方々にはまた住民の安全を守っていただ

きたいことを要望させていただきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 ほかは、いいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後２時５２分 休憩） 

（午後２時５４分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 賛成多数。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第５号について、可決することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第１０号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第１８号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第１９号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 
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○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第２０号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第２２号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第２５号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 議案第２６号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

 暫時休憩します。 

（午後２時５７分 休憩） 

（午後２時５８分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 本委員会の所管事項に関する事務調査

について協議します。 

 令和４年度の本委員会における行政視

察につきましては、現在もまん延防止等重

点措置が発令されており、依然として収束

の兆し見えない状況であることから、例年

どおり５月に実施することが困難である

と考えております。 

 つきましては５月の実施を見送りさせ

ていただき、５月から６月の状況に応じて、

７月もしくは８月に近隣市へ日帰りで実

施するか判断したいと思いますが、皆さん

いかがでしょうか。よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 なお、行政視察を実施するかの判断は、

改めて協議させていただきますが、実施す

る場合につきましては、視察項目について

も、本委員会で協議してまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、本会議最終日において、常任委員

会の所管事項に関する事務調査を閉会中

に調査することがはかられます。 

 本委員会の所管事項について、行財政運

営について、防災行政について、人権行政

について、消防行政について、都市計画行

政について、土木行政についてを令和５年

３月３１日まで閉会中に調査することに

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 異議なしと認め、その

ように決定します。 

 これで、本委員会を閉会します。 

（午後２時５９分 閉会） 
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